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球磨川下りの舟の後ろ
で櫓

ろ

をこぐともはりの
蓑
み の だ

田 賢
けんすけ

佐さん（下林
町）。経営難が続くく
ま川下り株式会社で、
新事業再生計画が動き
出しました。６～９㌻
をご覧ください。

PICK UP NEWS !

改修された施設の入り口には、観光パンフレットが並んだ観光案内の窓口を配置（上）
／オープニング式典で、関係者らがテープカットを行った（下右）／温泉を再開。洗
い場の台やおけなども新しくなった（下左）

　

旧
国
民
宿
舎
く
ま
が
わ
荘
が
、
人
吉
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
交
流
館
と
し

て
７
月
28
日
に
オ
ー
プ
し
ま
し
た
。
同
施

設
は
、「
日
本
遺
産
を
は
じ
め
と
す
る
観

光
振
興
の
拠
点
お
よ
び
企
業
創
業
支
援
な

ど
に
よ
る
商
工
振
興
の
拠
点
」
と
し
て
建

物
内
部
を
改
修
し
て
開
館
。

　

同
交
流
館
は
、
人
吉
球
磨
地
域
の
観
光

情
報
の
発
信
や
来
訪
者
の
案
内
、
起
業
な

ど
の
支
援
、
商
工
振
興
の
情
報
収
集
と
発

信
を
実
施
し
ま
す
。
今
後
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
、
多
目
的
ル
ー
ム
を
増
設
し
て
企
業
を

誘
致
す
る
予
定
で
す
。オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、

地
元
で
も
慣
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
温
泉
も

再
開
。
中
学
生
以
上
は
３
５
０
円
、
３
歳

か
ら
小
学
生
は
１
０
０
円
で
入
浴
で
き
、

家
族
風
呂
も
あ
り
ま
す
。
問
合
せ
は
、
同

交
流
館
（
☎
22
‐
５
６
１
０
）
ま
で
。人吉で輝いている人

大
阪
桐
蔭
高
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
た

第
１
０
０
回
全
国
高
等
学
校
野
球

選
手
権
大
会
（
甲
子
園
）。
熊
本
大
会
で

１
９
６
４
年
の
創
部
以
来
、
初
の
ベ
ス
ト
４

入
り
を
果
た
し
た
の
が
球
磨
工
高
野
球
部

だ
。

　

悲
願
と
も
い
え
る
人
吉
球
磨
地
域
の
高
校

か
ら
甲
子
園
出
場
と
い
う
大
き
な
夢
の
実
現

ま
で
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
勝
ち
進

み
、
地
域
住
民
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
た
。
チ
ー
ム
で
主
将
を
務
め
た
の
が
馬ま
ご
お
り氷

将し
ょ
う
ご冴

君
。「
甲
子
園
出
場
を
目
標
に
や
っ
て

き
た
た
め
、
終
わ
っ
た
と
き
は
悔
し
涙
も
流

し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
自
分
た
ち
の
野
球
を

貫
く
こ
と
が
で
き
た
」
と
晴
れ
や
か
な
表
情

で
胸
を
張
る
。
大
会
終
了
後
、
多
く
の
ね
ぎ

ら
い
の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
、「
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
協
力
や
応
援
も
原
動
力
に
な
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

　

球
磨
工
高
の
野
球
部
を
率
い
る
の
は
、
就

任
３
年
目
の
横よ
こ
ば
ば

馬
場
徳の

り
た
か貴

監
督
。「
甲
子
園

で
校
歌
を
歌
う
こ
と
が
最
終
目
標
」
と
語
る

姿
は
、
生
徒
と
の
信
頼
関
係
を
大
事
に
し
、

球
磨
工
高
愛
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

現
在
、
３
年
生
は
引
退
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
に
向
け
て
準
備
を
始
め
た
。
１
・
２
年

生
の
新
チ
ー
ム
も
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
次
の

世
代
に
夢
を
引
き
継
い
だ
馬
氷
主
将
。「
苦

し
い
と
き
こ
そ
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
声
を
掛
け

合
い
、
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
も
過
去
に
は

と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
た
ち
の
野
球
を
確
立
し

て
ほ
し
い
。
ベ
ス
ト
４
と
い
う
記
録
が
薄
れ

る
ほ
ど
強
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」

人吉で輝いている人

▲準決勝の東海大星翔高との試合。会場に
　は多くの在校生も応援に駆けつけた

▲準々決勝と準決勝で投手として先発した
　柴尾 優

ゆ う し ん

心くん

くまこうこう　やきゅうぶ
部員数55人（写真は３年生20人）。チームの主将は馬氷 将冴君（前列右から
３番目）。今夏の全国高等学校野球選手権大会熊本大会では、県代表になっ
た東海大星翔高に準決勝で敗れはしたものの夏の大会では野球部創部以来初
のベスト４入り。５月に行われたＮＨＫ旗高等学校野球大会では、県内の強
豪校を倒し、初優勝を飾るなどの活躍を見せている。

甲子園熊本大会で四強入りを果たした

球磨工高野球部

観光と商工の拠点施設オープン！
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人
吉
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
外
遊
び

を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
驚
き

と
感
動
を
感
じ
て
も
ら
い
、
生
き
る
力

と
郷
土
愛
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、
7

月
24
日
・
25
日
の
2
日
間
「
人
吉
市
草

木
山
川
学
校
」
を
開
校
し
ま
し
た
。
5

回
目
と
な
る
今
回
は
市
内
小
学
2
年
生

66
人
が
参
加
。

　

快
晴
の
中
、
万
江
川
で
泳
い
だ
り
、

少
し
深
い
場
所
で
飛
び
込
み
ジ
ャ
ン
プ

な
ど
も
体
験
。
網
と
虫
か
ご
を
手
に
、

夢
中
で
魚
や
カ
ニ
を
探
し
た
り
と
思

い
っ
き
り
外
遊
び
を
満
喫
し
ま
し
た
。

1 ＿水の掛け合い！ 負けないぞー　

2 ＿「たくさんお魚捕れたよ！」　

3 ＿「ここには何がいるのかな！？」

1 ＿人吉市と指宿市の友好の証と

して、ソメイヨシノを力を合わせ

て植樹　2 ＿みんなで仲良く竹と

んぼ作り！ うまく飛ぶかな？　

3 ＿指宿市の子どもたちの到着を

拍手で歓迎

1 ＿石造りの人吉機関車

庫内を見学　2 ＿投炭体

験は、結構重くて大変だ！

　3 ＿ 昔 の 列 車 の 運 転

器！「どうやって使うの

かな？」

1 ＿夏休みパワーアップ教室スタート！ みん

な学習に集中　2 ＿「一緒に考えてみよう」と

児童と先生が一対一で問題を解く

1 ＿のこぎりに挑戦「うまく切れるかなー」　

２＿のこぎりで木を切るときは、みんなで力を

合わせて

　

人
吉
鉄
道
観
光
案
内
人
会
主
催
の

「
列
車
に
乗
っ
て
鉄
道
遺
産
散
策
」
が

8
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
肥
薩
線
の
こ
と
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
お
う
と
夏
休
み
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
内
の
小
学
１
～
6
年

生
の
15
人
が
参
加
。

　

実
際
に
列
車
に
乗
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
は
那
良
口
駅
周
辺
で
ト
ロ
ッ
コ
施
設

を
見
学
し
た
後
、
人
吉
駅
で
石
造
り
の

機
関
車
庫
や
1
番
ホ
ー
ム
の
古
レ
ー
ル

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最

後
に
投
炭
作
業
を
体
験
し
て
子
ど
も
た

ち
は
大
変
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
元
教
職
員
や
高
校
生
な
ど
の
協
力
を

受
け
、
学
習
習
慣
の
習
得
を
目
的
と
し

て
、
夏
休
み
の
7
月
23
日
～
8
月
3
日

の
10
日
間
「
夏
休
み
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
教

室
」
を
開
講
し
ま
し
た
。
こ
と
し
は
児

童
の
希
望
で
前
年
よ
り
実
施
期
間
を
3

日
延
長
。
市
内
小
学
3
年
生
の
希
望
者

１
０
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
国
語
と
算
数
の
学
習
強
化
実

習
を
実
施
。参
加
し
た
児
童
た
ち
は「
こ

こ
で
頑
張
っ
た
成
果
を
2
学
期
に
生
か

し
た
い
」「
目
標
点
数
に
足
り
な
い
と

こ
ろ
を
改
善
し
た
い
」
な
ど
目
標
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
球
磨
工
高
建
築
科
の
生
徒
が
講
師
に

な
っ
て
も
の
づ
く
り
を
楽
し
む
親
子
木

工
教
室
が
、
７
月
28
日
に
球
磨
工
高
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
教
室
は
今
回
19

回
目
で
、
親
子
30
組
が
参
加
。

　

参
加
し
た
親
子
は
、
折
り
畳
み
テ
ー

ブ
ル
か
縁
台
の
好
き
な
方
を
製
作
。
高

校
生
か
ら
、
の
こ
ぎ
り
な
ど
の
使
い
方

を
教
わ
り
木
工
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
折

り
畳
み
テ
ー
ブ
ル
を
作
っ
た
中
原
小

６
年
生
の
宮
原
蓮れ
お
ん音

君
は
「
か
ん
な

で
真
っ
す
ぐ
削
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

テ
ー
ブ
ル
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
使
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
鹿
児
島
県

指
宿
市
の
子
ど
も
会
で
は
、
お
互
い
の

友
情
と
親
睦
を
深
め
て
交
流
す
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
互
い
の
市
に
招
き
あ
う

交
歓
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
で
40
回
目
と
な
る
交
歓
会
を

7
月
30
日
・
31
日
の
2
日
間
本
市
で
開

催
。
両
市
の
小
学
5
・
6
年
生
計
90
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
1
日
目
は
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
体
験
。
2
日
目
は
石
野
公
園

で
竹
と
ん
ぼ
作
り
と
陶
芸
体
験
を
行

い
、
最
後
に
40
回
目
を
記
念
し
、
両
市

代
表
が
石
野
公
園
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

植
樹
し
ま
し
た
。
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急
流
、
再
生
に
向
け
奮
闘
中
。

消滅は目前に
100年以上前に始まった観光遊覧船「球磨川下り」。
先人たちの思いをつなぎ運行してきた球磨川下りは、
ここ数年の経営難で消滅の危機に直面している。

近年の球磨川下り乗客数の推移（平成15年度～）

特 集

球
磨
川
下
り
の
誕
生

　

昔
か
ら
人
や
物
資
の
輸
送
手
段

に
利
用
さ
れ
て
い
た
球
磨
川
は
そ

の
昔
、
舟
の
行
き
来
を
遮
る
巨
大

な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
横
た
わ
る
険
し

い
川
だ
っ
た
。
約
３
５
０
年
前
に

川
の
瀬
に
横
た
わ
る
大
岩
を
取
り

除
こ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が
人

吉
藩
の
御
用
商
人
だ
っ
た
林
正ま
さ
も
り盛

翁
だ
。
正
盛
翁
は
３
年
か
け
て
大

岩
を
取
り
除
き
、
人
吉
か
ら
八
代

へ
行
く
舟
の
水
路
を
確
保
し
た
。

そ
れ
か
ら
２
０
０
年
以
上
の
間
は

人
や
物
資
の
輸
送
手
段
に
利
用
さ

れ
た
が
、
明
治
41
年
に
八
代
～
人

吉
間
の
鉄
道
が
開
通
し
た
こ
と
で

輸
送
手
段
が
舟
か
ら
鉄
道
に
変

わ
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
、
廃
船
同
様
の
舟
を
活

用
し
よ
う
と
、
温
泉
の
発
掘
に
成

功
し
た
温
泉
旅
館
「
翠
嵐
楼
」
の

創
業
者
・
川
野 

廉き
よ
し

翁
が
考
え
出

し
た
の
が
観
光
遊
覧
船
事
業
「
球

磨
川
下
り
」
だ
。
始
め
は
旅
館
の

宿
泊
客
を
乗
せ
て
運
行
し
て
い
た

が
、
昭
和
２
年
か
ら
定
期
船
を
開

始
し
た
。

乗
客
数
が
激
減
し
経
営
難
に

　

球
磨
川
下
り
の
乗
客
数
は
年
々

増
え
、
昭
和
50
年
に
は
初
め
て

10
万
人
を
突
破
し
た
。
昭
和
56
年

に
は
過
去
最
高
の
13
万
人
を
記

録
。
そ
の
後
は
一
時
減
少
す
る

が
、
九
州
自
動
車
の
人
吉
～
八
代

間
が
開
通
し
た
翌
年
の
平
成
２
年

か
ら
３
年
間
は
再
び
10
万
人
を
超

え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
乗
客

数
が
年
々
減
少
。
平
成
24
年
に
は

２
万
人
台
ま
で
落
ち
込
み
、
こ
こ

数
年
は
３
万
人
前
後
の
乗
客
数
と

な
っ
て
い
る
。

　

乗
客
数
の
減
に
伴
い
、
売
り
上

げ
も
年
々
減
少
。
平
成
11
年
か
ら

国
民
宿
舎
く
ま
川
荘
と
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
の
運
営
を
開
始
し
て
収
入
源

を
増
や
す
も
の
の
、
平
成
22
年
度

か
ら
赤
字
決
算
が
続
い
た
。
赤
字

を
解
消
し
よ
う
と
人
件
費
を
大
幅

に
削
減
。
平
成
26
年
度
に
は
川
下

り
の
コ
ー
ス
見
直
し
や
レ
ス
ト
ラ

ン
「
く
ま
が
わ
マ
ル
シ
ェ
」
の
開

業
な
ど
、
事
業
再
生
計
画
を
策
定

し
再
生
に
努
め
る
。
し
か
し
、
平

成
27
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
負
債

額
が
資
産
額
を
上
回
る
債
務
超
過

の
状
況
ま
で
陥
っ
た
。
ま
さ
に
、

球
磨
川
下
り
の
消
滅
が
目
前
に

迫
っ
た
の
だ
。

８
年
ぶ
り
に
赤
字
を
解
消

　

宿
泊
者
の
減
少
が
続
い
て
い
た

国
民
宿
舎
く
ま
が
わ
荘
を
平
成
29

年
３
月
に
閉
館
。
く
ま
が
わ
荘
を

閉
館
し
た
こ
と
で
売
り
上
げ
が
減

少
し
た
が
、
経
費
削
減
と
川
下
り

の
乗
客
数
増
加
で
平
成
29
年
度
は

赤
字
を
解
消
し
た
。
経
営
利
益
が

黒
字
に
転
換
し
た
の
は
８
年
ぶ
り

だ
。

　

赤
字
を
解
消
し
た
が
、
ま
だ
債

務
超
過
の
状
況
は
続
い
て
い
る
。

こ
の
厳
し
い
経
営
状
況
を
解
消
す

る
た
め
、
く
ま
川
下
り
株
式
会
社

で
は
本
年
度
か
ら
新
た
な
事
業
再

生
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　清流と自然が楽しめま
したが、急流下りだと聞
いて乗ったので少し物足
りなかったです。
　乗船の途中で櫓こぎ体
験をしました。操作が難
しかったですが、とても
楽しめました。船頭さん
の唄があるともっと楽し
めそうですね。

　宿泊されたお客さんが
球磨川下りに乗られるこ
とが分かると、宿から見
える舟にスタッフと一緒
に手を振っています。
　球磨川下りは人吉の観
光の目玉。くま川下り
(株)と互いに協力して、
球磨川下りがある今の景
色を残したいです。

古
こ が

賀 貴
た か こ

子さん
（福岡県久留米市）

鍋屋本館  女
お か み

将
富
と み た

田 峰
み ね こ

子さん

球
磨
川
下
り
に

乗
船
し
た
方
の
声

観
光
関
係
者
の
声

　

日
本
三
急
流
の
一
つ
球
磨
川
を
、

木
舟
に
乗
っ
て
船
頭
の
見
事
な
か
じ

さ
ば
き
で
下
る
「
球
磨
川
下
り
」。

　

観
光
遊
覧
船
と
し
て
年
間
最
高

13
万
人
を
超
え
る
乗
客
数
だ
っ
た
球

磨
川
下
り
は
近
年
、
年
間
約
３
万
人

と
乗
客
数
が
減
っ
て
い
る
。

　

今
後
さ
ら
に
乗
客
数
が
減
少
す
る

と
、
消
滅
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る

球
磨
川
下
り
。

　

球
磨
川
下
り
が
あ
る
当
た
り
前
の

景
色
を
未
来
に
残
す
た
め
、
く
ま
川

下
り
株
式
会
社
で
は
、
再
生
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

特集　 急流、再生に向け奮闘中。

▲昭和 30 年ごろの人吉発船場。
　多くの舟が並びにぎわっていた

写真：岩井 實さん所蔵
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INTERVIEW

くま川下り株式会社

中村  良幸  代表取締役

地
域
と
一
体
に
な
っ
て
川
下
り
を
未
来
へ

ＰＲＯＦＩＬＥ　なかむら よしゆき
昭和37年４月５日生。東間小、第一中、球磨商
業高を卒業後、くま川下り株式会社に入社しこと
し38年目。営業や受け付け業務を５年行った後、
経理など会社の運営業務全般を担当。長年、社長
の補佐役として会社の運営に携わり、平成29年
８月にくま川下り株式会社社長に就任した。

インターネットでの予約システ
ムの運用準備を進めています。
宿と連携してお客さんの取りこ
ぼしがないよう集客につなげた
いです。人手が足りないなど課
題もありますが、球磨川下りを
なくすわけにはいきません。

ともはりとして、お客さんに「楽
しかった」と言ってもらえるよ
うな運行や対話をしています。
急流コースが復活したら船頭と
してかじを取りたいです。船頭
が増えお客さんも増え、市自体
がにぎわうように頑張ります。

くま川下りのインスタグラムを
始めました。船頭目線で球磨川
下りの魅力を発信しています。
今まで宣伝活動をしたことはあ
りませんでしたが、魅力を発信
して１人でも多くの方に球磨川
下りを知ってもらいたいです。

蓑み
の
だ田 

賢け
ん
す
け佐

さ
ん

横よ
こ
た
に谷 

政ま
さ
み美

さ
ん

深ふ
か
み見 

正ま
さ
と人

さ
ん

再
生
に
向
け
て
動
き
出
し
た
船
頭

や
社
員
の
意
気
込
み
を
聞
い
た
。

ReHug 株式会社
代表取締役  本永 敬三さん

特集　 急流、再生に向け奮闘中。

存続をかけて
このままでは消滅してしまう球磨川下り。ことし、く
ま川下り株式会社の新・事業再生計画が完成。川下り
の再生に向け、新たな取り組みが動き出した。

球
磨
川
下
り
を

未
来
に
残
す
た
め
に

　

窮
地
に
立
つ
く
ま
川
下
り
株
式

会
社
の
新
し
い
事
業
再
生
計
画
が

こ
と
し
３
月
に
完
成
し
た
。
新
・

事
業
再
生
計
画
作
成
に
携
わ
っ
た

の
は
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
「
Ｒリ

ハ

グ

ｅ
Ｈ
ｕ
ｇ
株
式
会
社
」
の

本も
と
な
が永 

敬け
い
ぞ
う三
代
表
取
締
役
（
沖
縄

県
）。「
球
磨
川
下
り
の
船
頭
さ
ん

の
大
半
が
辞
め
た
こ
と
を
知
り
、

事
業
再
生
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

で
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

た
」
と
話
す
本
永
社
長
は
人
吉
市

の
出
身
だ
。
昨
年
９
月
、
く
ま
川

下
り
株
式
会
社
か
ら
新
・
事
業
再

生
計
画
策
定
の
委
託
を
受
け
、
同

年
10
月
に
住
民
参
加
型
の
意
見
交

換
会
を
開
催
。
計
画
策
定
に
つ
な

げ
る
球
磨
川
下
り
の
課
題
や
解
決

策
な
ど
の
意
見
を
出
し
合
っ
た
。

　

本
永
社
長
は
く
ま
川
下
り
株
式

会
社
の
社
長
や
社
員
、
船
頭
な
ど

と
の
対
話
も
重
ね
た
。「
問
題
点

は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
社
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
も
問
題

の
一
つ
。
事
業
の
再
生
に
は
、
社

員
の
活
動
再
生
が
大
事
。
活
動
を

変
え
る
に
は
意
識
を
変
え
る
必
要

が
あ
る
」
と
本
永
社
長
。
現
在
は

月
２
回
社
内
の
打
ち
合
わ
せ
を
実

施
。
事
業
再
生
計
画
に
基
づ
い
て

社
員
自
ら
課
題
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

Ｉ
Ｔ
の
活
用
と

急
流
下
り
の
復
活
を
計
画

　

新
・
事
業
再
生
計
画
で
は
、
業

務
の
効
率
化
と
集
客
数
増
加
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
予
約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
計

画
。
現
在
、
乗
船
予
約
は
電
話
だ

け
で
受
け
付
け
て
い
る
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
と
簡
単
に
い
つ
で

も
予
約
が
で
き
、
予
約
状
況
も
確

認
で
き
る
た
め
市
内
の
宿
泊
施
設

な
ど
で
の
観
光
客
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
に
も
す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　

現
在
休
止
中
の
急
流
下
り
の
復

活
も
計
画
中
だ
。
急
流
下
り
は
、

乗
客
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
球
磨

川
下
り
最
大
の
魅
力
。
急
流
下
り

を
求
め
て
い
る
観
光
客
も
多
く
、

船
頭
を
中
心
に
前
向
き
に
計
画
を

進
め
て
い
る
。
乗
客
数
が
増
加
す

る
と
船
頭
と
舟
も
必
要
な
た
め
、

船
頭
の
後
継
者
育
成
や
船
大
工
の

確
保
な
ど
も
重
要
な
課
題
だ
。

　

ほ
か
に
も
、
調
理
の
後
継
者
不

在
な
ど
の
課
題
が
あ
っ
た
レ
ス
ト

ラ
ン
「
く
ま
が
わ
マ
ル
シ
ェ
」
を

こ
と
し
５
月
に
閉
店
し
、
今
後
は

貸
店
舗
と
し
て
活
用
。
公
式
の
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
写
真
共
有
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
を
活
用
し
た
情

報
発
信
を
進
め
、
球
磨
川
下
り
の

市
指
定
無
形
文
化
財
へ
の
登
録
も

計
画
し
て
い
る
。

　

債
務
超
過
を
５
カ
年
で
解
消
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
た
新
・
事
業

再
生
計
画
。「
社
内
は
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
る
。
再
生
計
画
ス

タ
ー
ト
の
こ
の
１
年
が
大
切
。
委

託
期
間
は
終
了
し
た
が
、
今
後
も

く
ま
川
下
り
に
関
わ
っ
て
い
く
。

社
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
や
り
が
い

を
持
っ
て
楽
し
く
仕
事
を
し
て
ほ

し
い
」
と
本
永
社
長
。
球
磨
川
下

り
の
存
続
を
か
け
た
新
・
事
業
再

生
計
画
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

▲宿で試験中の予約システム。宿
　泊施設とも連携し再生へ向かう

く
ま
川
下
り
㈱
の

社
員
か
ら
一
言

新
・
再
生
事
業
計
画
を
基
に
、
球
磨
川
下
り
の
存
続
に
向
け
て
奔
走
す
る

中
村
社
長
に
話
し
を
聞
い
た
。

先
人
の
思
い
を
胸
に
、

川
下
り
を
守
る

　

く
ま
川
下
り
株
式
会
社
に
入
社

し
た
昭
和
56
年
は
、
球
磨
川
下
り

の
最
盛
期
。
舟
は
52
隻
あ
り
、
そ

れ
で
も
足
り
な
い
ほ
ど
の
お
客
さ

ま
の
数
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
40

年
。
現
在
は
乗
客
数
が
減
っ
て
船

頭
も
減
っ
た
た
め
、
最
大
７
隻
の

運
航
で
す
。
会
社
は
経
営
難
が
続

き
、
厳
し
い
現
状
だ
と
い
う
こ
と

は
職
務
上
重
々
分
か
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
入
社
当
初
か
ら

会
社
の
設
立
者
の
皆
さ
ん
の
意
志

や
思
い
を
直
に
聞
い
て
き
た
の
で

会
社
を
守
ら
な
け
れ
ば
と
、
昨
年

８
月
に
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
と
し
３
月
に
完
成
し
た
新
・

事
業
再
生
計
画
に
沿
っ
て
、
早
期

に
債
務
超
過
を
解
消
し
、
会
社
が

抱
え
る
多
く
の
課
題
や
問
題
点
を

一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
ど
う
や
っ
て
乗
客
数
を
増
や

し
て
い
く
か
。
次
に
乗
客
数
が
増

え
る
と
、
舟
と
船
頭
の
増
強
を
ど

う
す
る
か
な
ど
の
問
題
に
も
ぶ
つ

か
り
ま
す
が
、「
会
社
は
黒
字
で

当
た
り
前
」
と
い
う
意
気
込
み
を

持
っ
て
再
生
に
向
け
て
進
ん
で
い

き
ま
す
。

　

球
磨
川
下
り
の
運
航
は
、
季
節

や
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
以
前
の
く
ま
が
わ
荘
な
ど

も
経
営
す
る
よ
う
な
複
合
経
営
が

理
想
の
会
社
像
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
経
営
基
盤
の
安
定
化
の
た
め

に
、
新
規
事
業
に
も
取
り
組
み
た

い
で
す
。

球
磨
川
下
り
が
あ
る
こ
と
は
誇
り

　

こ
の
会
社
の
意
義
は
、
球
磨
川

下
り
の
事
業
を
通
し
て
地
域
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
が
、
球

磨
川
下
り
を
運
行
す
る
に
は
地
域

と
の
一
体
感
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
以
前
、
東
京
都
か
ら
来
ら
れ

た
お
客
さ
ん
が
「
川
の
沿
岸
で
作

業
を
し
て
い
た
方
が
手
を
振
っ
て

く
れ
た
」
と
と
て
も
感
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
乗
船
さ
れ
る
ほ
と
ん

ど
の
お
客
さ
ん
は
、
知
ら
な
い
人

に
手
を
振
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う

都
会
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
感

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
ぜ
ひ
、
球
磨
川
下
り
を
見

か
け
た
ら
手
を
振
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　

街
の
中
心
部
に
清
流
が
流
れ
、

そ
こ
で
川
下
り
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
は
と
て
も
希
少
な
こ
と
。
人

吉
に
は
球
磨
川
下
り
が
あ
る
こ
と

を
誇
り
に
持
っ
て
も
ら
い
、
ぜ
ひ

観
光
客
や
知
人
に
球
磨
川
下
り
を

勧
め
て
く
だ
さ
い
。
乗
船
に
来
て

い
た
だ
け
た
ら
、
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
全
身
全
霊
で
歓
迎
し
ま
す
。

発船時間    【３～ 11 月】
　　　　　平日：午前９時、10 時 30 分、正午、午後１時 30 分（４～９月は午後２時 30 分も運行）
　　　　　土・日曜、祝日：午前 9 時～午後３時の１時間毎（４～９月は午後４時も運行）
　　　　　【12 ～２月】※こたつ船
　　　　　午前９時～午後２時 30 分（全船貸切船）
所要時間　約 50 分
料　　金　大人（中学生以上）2,700 円、小人 1,782 円、幼児（３歳以下）648 円
　　　　　貸切（定員 12 人）40,500 円
運行区間　人吉発船場～温泉町  ※下船後は発船場まで無料シャトルバスが運行します。
予約方法　電話かファクスで予約してください。
予約・問合せ　くま川下り株式会社（☎２２－５５５５　℻２４－８１７４）
ホームページ　http://www.kumagawa.co.jp/

球磨川下り「舟
しゅううん

運ゆうばコース（ミドルコース）」

櫓こぎ体験も
できます！

くま川下り公式
インスタグラム

←QR コードか
ら読み取れます。
フォローお願い
します！

ハッシュタグ「# 球磨川下り」「# くま川下り」「# くま川下り宣伝」を付けて、
球磨川下りの PR にご協力ください！

くま川下りインフォメーション
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
市

の
観
光
課
題
解
決
を
目
指
す
「
ハ
ッ

カ
ソ
ン
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
意
味
す
る
「
ハ
ッ
ク
」

と
「
マ
ラ
ソ
ン
」
の
造
語
）」
を
８

月
18
日
・
19
日
に
中
小
企
業
大
学
校

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
や
全
国
か
ら
、
高
校
生
や
Ｉ

Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
30
人
が
参
加
。

市
内
観
光
地
視
察
や
現
状
の
説
明
を

受
け
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

課
題
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
発
。
地
図
上
に
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
を

表
示
す
る
こ
と
で
観
光
客
の
増
加
を

図
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

プログラミングに熱が入る参加者

人が集い、笑顔になる観光地へ
ＩＴ企業等協創促進事業「ハッカソン」

【お詫びと訂正】　広報ひとよし８月１日号（1108号）P７「介護予防サポーター養成講座
修了式」に誤りがありました。
誤：赤池 三重子さん、正：赤池 美重子（みえこ）さん。訂正しお詫び申し上げます。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
市

議
会
の
模
擬
体
験
を
通
し
て
、
市
民

生
活
と
政
治
の
関
わ
り
や
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
市
役
所

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮
本
庁
舎
で
８

月
２
日
に
子
ど
も
議
会
事
前
学
習
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
14
年
ぶ
り
の
中

学
生
の
子
ど
も
議
会
に
は
、
市
内
中

学
校
の
３
年
生
18
人
が
参
加
。

　

子
ど
も
議
員
に
任
命
通
知
書
を

交
付
し
た
後
、
市
議
会
の
仕
組
み
や

議
会
テ
ー
マ
の
決
め
方
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。
最
後
は
、
市
議
会
議
場
を

見
学
し
て
議
員
席
に
座
る
な
ど
模
擬

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。
子
ど
も
議

会
は
10
月
19
日
実
施
予
定
で
す
。

市議会議場で議長席に座り、ドキドキの子ども議員

子どもたちがつくる人吉の未来
人吉市子ども議会事前学習会

　

生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
空
き
家
な
ど
の
問
題
対
策
を
推
進

す
る
た
め
、
７
月
26
日
に
市
役
所
カ

ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮
本
庁
舎
で
第
1

回
空
き
家
等
対
策
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

不
動
産
や
法
律
、
消
防
、
福
祉
な

ど
各
専
門
分
野
の
代
表
10
人
に
松
岡

市
長
が
対
策
協
議
委
員
の
委
嘱
状
を

交
付
。
松
岡
市
長
は
「
空
き
家
の
適

切
な
管
理
と
利
活
用
の
促
進
が
重

要
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
事
務
局
が
市
の
空
き
家
の
現
状

や
、
対
策
計
画
の
骨
子
案
を
説
明
。

よ
り
よ
い
計
画
策
定
に
向
け
た
協
議

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

松岡市長から対策協議委員に委嘱状を交付

目標は空き家の利活用！
第１回空き家等対策協議会

　

株
式
会
社
Ｎノ

オ

ト

Ｏ
Ｔ
Ｅ
と
九
州
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
熊
本
支
社
、
株
式
会

社
肥
後
銀
行
、
人
吉
市
で
締
結
し
た

「
人
吉
市
に
お
け
る
歴
史
的
建
築
物

活
用
に
関
す
る
連
携
協
定
」
の
具
体

的
事
業
に
つ
い
て
、
8
月
22
日
市
役

所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮
本
庁
舎
で

記
者
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
旅
情
で
つ
な
が
る

日
本
の
ふ
る
さ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
鉄
道
沿
線
の
古
民
家
や
旧
駅
関

連
施
設
を
改
修
し
て
活
用
す
る
取
り

組
み
で
す
。
そ
の
第
１
弾
と
し
て
９

月
８
日
㈯
に
は
大
畑
駅
に
レ
ス
ト
ラ

ン
、
来
年
３
月
に
は
矢
岳
駅
近
隣
に

宿
泊
施
設
が
開
業
し
ま
す
。

オープンに向け整備が進むレストラン「LOOP（ループ）」

古民家プロジェクトが始動
JR肥薩線沿線に古民家ホテル開業

　

人
吉
市
出
身
の
溝
口
然ぜ

ん

さ
ん
が
代

表
を
務
め
る
一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー

カ
ル
が
、
８
月
11
日
に
あ
さ
ぎ
り
町

の
ポ
ッ
ポ
ー
館
で
プ
レ
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
大

学
が
近
隣
に
な
く
、
イ
メ
ー
ジ
を
抱

き
に
く
い
人
吉
球
磨
地
域
の
高
校
生

が
大
学
生
と
交
流
し
、
進
路
選
択
の

幅
を
広
げ
て
も
ら
う
た
め
の
企
画
。

　

16
大
学
20
人
の
学
生
が
ブ
ー
ス
を

設
け
、
試
験
対
策
や
学
生
生
活
に
つ

い
て
高
校
生
の
質
問
に
答
え
ま
し

た
。
人
吉
高
２
年
の
大お

お
さ
わ澤
麻ま

い伊
さ
ん

は
「
進
路
選
択
の
参
考
に
な
り
、
大

学
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

大学生活の話題になると笑顔がこぼれる場面も

大学生が進路選択の手助け役
ひとよし球磨プレオープンキャンパス

　

球
磨
焼
酎
酒
造
組
合
は
８
月
８
日

の
球
磨
焼
酎
の
日
に
合
わ
せ
、
８

月
12
日
に
九
日
町
で
「
球
磨
焼
酎

１
０
０
円
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
専
用
の
グ
ラ
ス
を
購
入
し
、
蔵

元
の
代
表
銘
柄
な
ど
を
１
杯
１
０
０

円
で
楽
し
め
る
も
の
で
、
本
市
出
身

で
球
磨
焼
酎
大
使
も
務
め
る
俳
優
の

中
原
丈た

け
お雄
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。

　

九
日
町
町
内
会
の「
な
つ
え
び
す
」

も
開
催
さ
れ
、
浴
衣
姿
の
子
ど
も
や

踊
り
愛
好
家
の
方
々
が
櫓
を
囲
ん
で

盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
お
盆
前

の
帰
省
客
や
観
光
客
も
多
く
、
両
会

場
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

球磨焼酎と盆踊りで祭りを堪能
球磨焼酎100円フェス・なつえびす

トークショーは球磨焼酎での乾杯でスタート

５千発の花火が夜空へ
人吉花火大会

　

毎
年
恒
例
の
人

吉
花
火
大
会
を
、

８
月
15
日
に
中
川

原
公
園
を
打
ち
上

げ
場
所
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
打

ち
上
げ
場
所
周
辺

に
は
、
市
内
外
か

ら
４
万
人
の
観
覧

者
が
来
場
。
多
く

の
観
覧
客
が
夜
空
に
打
ち
上
が
る
彩
り
豊
か
な
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

花
火
の
打
ち
上
げ
が
始
ま
る
と
、
会
場
中
か
ら
観
客
の
拍
手
や
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
観
覧
場
所
の
中
川
原
公
園
で
は
、
ア
ニ
メ
「
夏
目
友
人
帳
」
の
人

吉
花
火
大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
や
う
ち
わ
な
ど
の
販
売
も
あ
り
、
花
火
開
始

前
か
ら
多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
場
。
花
火
の
打
ち
上
げ
途
中
と
最
後
に
は
、
同
ア

ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

街の中心に打ち上がる大輪の花火

　

幽
霊
の
掛
け
軸
で
知
ら
れ
る
永
国

寺
（
土
手
町
）
で
、毎
年
恒
例
の
「
ゆ

う
れ
い
祭
り
」
が
８
月
４
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
約
６
千

人
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
、
祭
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

名
物
の
ゆ
う
れ
い
屋
敷
入
口
は
、

例
年
通
り
長
蛇
の
列
に
。
本
格
的

メ
ー
ク
の
幽
霊
役
が
、
屋
敷
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
入
場
客
を
驚
か
せ
、
屋

敷
中
に
悲
鳴
や
子
ど
も
の
泣
き
声
が

響
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
夜

の
街
も
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

幽
霊
メ
ー
ク
や
コ
ス
プ
レ
で
営
業
し

た
飲
食
店
も
。
街
中
が
ゆ
う
れ
い
祭

り
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ゆうれい屋敷で幽霊に驚いて泣き出す子どもが続出！

幽霊と一緒に涼しい夜を
ゆうれい祭り
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市内にある土砂災害危険箇所

・山崩れや崖崩れ……176 カ所
・地滑り……４カ所
・土石流……93 カ所

身を守りましょう！
　近年、日本では集中豪雨が多発しています。ことし７月に発生した西日本豪雨では、多くの尊い命が奪われました。
土砂災害は、発生すると逃げる間もなく土砂や流木が襲い掛かってくる致死率の高い災害です。
　降雨量が１時間に 20㍉以上か降り始めてから 100㍉以上になると、土砂災害の注意が必要です。
土砂災害から身を守るには、早めの避難が重要です。市が避難情報を発令した場合は、すぐに避難するよう心掛け
ましょう。

人吉市には土砂災害の危険箇所が 200 カ所以上あります
土砂災害の危険箇所がある地域は、豪雨や台風、地震などで大きな被害をもたらす危険があります。
日頃から土砂災害危険箇所や避難場所を確認しておきましょう。

土砂災害の前兆

土砂災害には最大限の警戒を！

土砂災害特別警戒区域からの移転を応援します !

移転先の例　新築・中古住宅、親族宅、マンション、賃貸アパート、サービス付き高齢者向け住宅など
補助内容　・移転先住宅の建設・購入・リフォーム費
　　　　　・移転経費
　　　　　・アパートなどの賃貸費（１年間）
　　　　　・現在住んでいる住宅の取り壊し費
補助金額　最高 300 万円
対象　土砂災害特別警戒区域内にある建築物で、現在住んでいる住宅（賃貸住宅は除く）
要件　・現在住んでいる住宅の取り壊し（除去）

　　　・土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）や土砂災害警戒区域（イエローゾーン）以外で、県内の安
　　　　全な区域への移転

※一定の条件を満たせば、がけ地近接等危険住宅移転事業と併せて最高 1,100 万円の補助が可能です。詳し
くはお問い合わせください。

問合せ
　市防災安全課防災安全係（☎２２－２１１１ 内線３３７１）
　市都市計画課建築係（☎２２－２１１１ 内線２４３５）

土砂災害から

崖崩れ
・崖からの水が濁ったり急
   に水量が増えたりする
・崖に亀裂が入る
・小石が落ちてくる
・崖から音がする

土石流
・山鳴りがする
・雨が続いているのに川の
   水位が下がる
・川が濁り、流木が流れる

地滑り
・地面にひび割れができる
・井戸や沢の水が濁る
・崖や斜面から水が噴き
   出す

土砂災害危険箇所は
人吉市総合防災マップで確認できます！

　市総合防災マップが必要な方は、市防災安
全課にご連絡ください。
　マップは市ホームページでも見ることが
できます。

　県では、土砂災害から県民の命を守るため、土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）内に
住んでいる方を安全な区域への移転を促進する「土砂災害危険住宅移転促進事業」を実施し
ています。事業では、移転費用として最大 300 万円を補助します。土砂災害の不安を解消して、
安全・安心な暮らしを実現しませんか？

対象住宅
（空き家・賃貸住宅除く）
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生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。漏
水
は
、

水
道
メ
ー
タ
ー
を
見
る
こ
と
で
確

認
で
き
ま
す
。

漏
水
の
確
認
方
法

　

家
の
水
道
の
蛇
口
を
全
て
閉

め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
回
転
し
て
い
な
け
れ
ば
漏
水

は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
る

場
合
は
、
も
う
一
度
水
回
り
を
確

認
し
た
後
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
見
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
回
転
し
て
い
る
場
合
は
、
市

水
道
局
か
市
指
定
給
水
装
置
工
事

店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 

使
用
人
数
の
増
加
・
季
節
に

よ
る
使
用
状
況
変
化

　

結
婚
や
出
産
、
家
族
の
帰
省
に

よ
る
水
道
の
使
用
人
数
の
増
加

や
、
季
節
に
よ
る
洗
濯
回
数
・
入

浴
時
間
な
ど
の
変
化
で
使
用
水
量

が
多
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
水
洗
ト
イ
レ
の
不
具
合

　

ト
イ
レ
の
レ
バ
ー
が
上
が
っ
た

ま
ま
の
状
態
や
、
ト
イ
レ
タ
ン
ク

の
ボ
ー
ル
タ
ッ
プ
の
不
具
合
で
水

が
流
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ト
イ
レ

を
流
し
た
後
、
ト
イ
レ
タ
ン
ク
や

便
器
で
い
つ
ま
で
も
チ
ョ
ロ
チ
ョ

ロ
と
水
が
流
れ
る
音
が
し
て
い
な

い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

４
い
た
ず
ら
や
盗
水
な
ど

　

夜
間
や
長
期
間
留
守
に
し
て
い

る
間
、
い
た
ず
ら
や
盗
水
が
実
際

に
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
道
路
に

▼

水
道
メ
ー
タ
ー

　

検
針
時
に
い
つ
も
よ
り
使
用
水

量
が
多
く
、「
こ
ん
な
に
使
っ
た

覚
え
は
な
い
け
ど
…
…
。
何
か
の

間
違
い
で
は
？
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

検
針
し
た
数
字
は
水
道
メ
ー

タ
ー
を
通
過
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

た
水
量
で
す
。
こ
の
指
針
を
基
に

料
金
を
算
定
し
ま
す
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
使
用
水
量
が

発
生
し
た
場
合
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
漏
水
（
水
漏
れ
）

　

い
つ
も
よ
り
使
用
水
量
が
多
い

場
合
、
最
初
に
疑
う
の
が
漏
水
で

す
。築
30
年
以
上
を
経
過
す
る
と
、

水
道
管
の
劣
化
な
ど
で
漏
水
が
発

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

実 施 医 療 機 関
愛甲産婦人科麻酔科医院 愛甲やすらぎ・ひふ科医院 愛生会外山病院 あいだ診療所 有島耳鼻咽喉科医院

伊津野医院 岡医院 願成寺ごんどう医院 球磨病院 河野産婦人科医院

小林脳神経外科 しらおく内科クリニック たかはし小児科内科医院 たかみや医院 田中医院

田中クリニック 辻循環器科・内科 堤病院 堤病院付属九日町診療所 手塚病院

外山胃腸病院 とやまクリニック
胃腸科肛門科 外山内科 豊永耳鼻咽喉科医院 浜田医院

人吉中央温泉病院 ひとよし内科 人吉リハビリテーション病院 平井整形外科
リハビリテーションクリニック ふかみ耳鼻咽喉科

万江病院 三浦整形外科医院 光永医院 みのだ内科循環器科 やまぐちマタニティ

【
接
種
期
間
】　

10
月
１
日
㈪
～

11
月
30
日
㈮
※
実
施
医
療
機
関

の
診
療
日
・
時
間
内

【
対
象
者
】　

満
65
歳
以
上
の
方

（
昭
和
28
年
11
月
30
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
）
と
、
60
～
64
歳

の
方
で
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

の
機
能
障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
（
H
I
V
）
に

よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
が
あ
る

方
（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
所

持
者
）

【
接
種
料
金
】　

１
５
０
０
円　

※
医
療
機
関
の
窓
口
で
接
種
後

支
払
い
。
生
活
保
護
世
帯
員
は

無
料
。

【
申
込
方
法
】　

次
の
ど
れ
か
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

① 

実
施
医
療
機
関
窓
口
に
直
接

申
し
込
む

② 

市
高
齢
者
支
援
課
窓
口
（
市

役
所
西
間
別
館
1
階
４
番
窓

口
）
に
直
接
申
し
込
む
か
、

電
話
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
（
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生

年
月
日
・
希
望
の
医
療
機
関

名
を
明
記
）
で
申
し
込
む

※
予
診
票
が
届
い
た
後
、
医
療

機
関
に
接
種
日
の
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。
予
診
票
が
届
く
ま

で
１
～
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

【
申
込
期
限
】　

10
月
31
日
㈬

※
接
種
期
間
中
、
市
外
の
医
療

機
関
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
方
は
、
手
続
き
に
２
週

間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
早
め

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
高
齢
者
支
援
課

元
気
・
長
生
き
係
（
☎
22
‐

２
１
１
１　

内
線
１
２
３
１
、

℻
24
‐
９
５
３
６
）

　

こ
と
し
は
球
磨
工
高
に
指
定

避
難
所
を
開
設
し
、
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
中
は
防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
や
放
送
を
使
用
し
ま

す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
想
定

　

午
前
８
時
30
分
に
人
吉
盆
地

南
縁
断
層
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
地
震
が

発
生
し
、
人
吉
球
磨
地
域
で
震

度
６
強
を
観
測
。

訓
練
場
所
と
内
容

場
所
：
球
磨
工
高
、
あ
や
め
公

園内
容
：
避
難
訓
練
・
避
難
所
設

営
・
運
営
訓
練
、
水
防
工
法
訓

練
（
消
防
団
員
）

※
球
磨
工
高
だ
け
指
定
避
難
場

所
を
開
設
し
、
避
難
所
運
営
を

想
定
し
た
実
動
訓
練
や
ト
リ

ア
ー
ジ
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

期
日  
９
月
23
日
㈰

時
間  
午
前
８
時
30
分
～
11
時
30
分

各
家
庭
で
地
震
の
初
動
訓
練
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

屋
内
の
避
難
路
の
確
保
、
火

元
の
確
認
、
屋
外
の
安
全
な
場

所
へ
の
素
早
い
避
難
、
家
族
の

安
否
確
認
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

市
防
災
安
全
課
防
災

安
全
係
（
☎
22
‐
２
１
１
１　

内
線
３
３
７
１
）

面
し
て
い
る
屋
外
蛇
口
な
ど
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
鍵
付
き
の
蛇
口
に
替
え
る
か
、

使
用
し
な
い
場
合
は
撤
去
を
お
勧

め
し
ま
す
。

水
道
日
記
を

　

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

水
道
メ
ー
タ
ー
を
毎
日（
毎
週
）

決
ま
っ
た
時
間
（
曜
日
）
に
見
て
、

指
針
の
動
き
を
観
察
し
て
み
る
の

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

家
族
が
1
日
（
1
週
間
）
に
使

う
水
量
を
日
記
の
よ
う
に
記
録
し

て
い
く
こ
と
で
、
水
量
の
動
き
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
無

駄
使
い
の
原
因
の
判
明
や
節
水
に

も
役
立
ち
ま
す
。

問
合
せ　

市
上
水
道
課
業
務
係

（
☎
22
‐
５
４
９
７
）

「
い
つ
も
よ
り
水
道
の
使
用
水
量
が
多
い
」
と
感
じ
た
ら

人
吉
市
総
合
防
災
訓
練

申
込
締
切
は
10
月
31
日
㈬
！

希
望
者
は
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

65歳
以上の

11
時
ご
ろ
に
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
や
っ
て
き
ま
す
！

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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Ｍも

ぞ

か

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
な
ど
の
乗
車
料
金
改
定

　

10
月
１
日
㈪
か
ら
、
Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ

Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
８
６
８
の
ミ

ニ
ト
レ
イ
ン
と
レ
イ
ル
バ
イ
ク
の

乗
車
料
金
を
値
上
げ
し
ま
す
。
入

館
料
は
無
料
の
ま
ま
で
す
。
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

乗
車
料
金
（
ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
・
レ

イ
ル
バ
イ
ク
）　

１
回
１
０
０
円

→
１
回
２
０
０
円

問
合
せ　

市
企
画
課
肥
薩
線
世
界

遺
産
推
進
室

お
知
ら
せ

情　報
ひろば

人吉市関連施設
カ ル チ ャ ー パ レス ☎２４−３３１１

ス ポ ー ツ パ レ ス ☎２２−１６８８

水 道 局 ☎２２−５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎２４−８４２０

石 野 公 園 ☎２２−６７００

人 吉 城 歴 史 館 ☎２２−２３２４

鉄 道 ミ ュ ー ジ ア ム ☎４８−４２００

人吉市役所 ☎２２−２１１１( 代表 )

住　　所　〒 868-8601 人吉市下城本町　
　　　　　1578 番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
 　　　　   （木曜は～午後７時）
開 庁 日　月～金曜 ( 祝日を除く )
ホームページ　
　　　　https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

う
ぉ
～
む
は
あ
と

10
月
の
案
内

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
～
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
～

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

３
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

７
日
㈰　

運
動
会

17
日
㈬　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

19
日
㈮　

給
食
体
験

24
日
㈬　

子
育
て
講
座
「
梨
狩
り

へ
行
こ
う
！
」、
場
所
：
須
本
果

樹
園
（
球
磨
郡
錦
町
）

人
吉
市
教
育
委
員
会

定
例
会
が
傍
聴
で
き
ま
す

　

定
例
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
傍
聴

で
き
ま
す
。

期
日　

９
月
28
日
㈮

時
間　

午
後
２
時
30
分
～

場
所　

人
吉
城
歴
史
館
研
修
室

問
合
せ　

市
教
育
総
務
課
総
務
係

31
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
～
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

人吉市の住民基本台帳人口
平成 30 年７月末日現在

※（ ）は前月比

人の動き

総　数　32,695 人（−   40 人）
　男　　15,084 人（＋　 １人）
　女　　17,611 人（−   41 人）
世帯数　15,581 世帯

 （− 33 世帯）

期
日　

９
月
26
日
㈬

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

永
野
公
民
館

テ
ー
マ　

散
歩
「
さ
ん
ぽ
で
彼
岸

花 

実
り
の
秋
」

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

※
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

９
月
定
例
市
議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
議
会
活
動
や
市
政
の
方
向
性
が

分
か
る
本
会
議
を
傍
聴
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
議
場
に
傍
聴
席
を
設

け
て
い
ま
す
。
施
政
方
針
や
市
議

会
議
員
の
一
般
質
問
な
ど
の
傍
聴

に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
中
継

を
配
信
し
て
い
て
、
市
内
各
コ
ミ

セ
ン
や
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
で
も
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
コ
ミ
セ
ン
で
視
聴
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

コ
ミ
セ
ン
か
市
社
会
教
育
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
日
程
（
予
定
）

◎
９
月
４
日
㈫　

開
会
・
提
案
理

　

由
説
明

◎
９
月
11
日
㈫
～
13
日
㈭　

一
般

　

質
問

湯
る
り
ん
サ
ロ
ン

10
月
の
案
内

　
「
湯
る
り
ん
サ
ロ
ン
」
は
、
介

護
予
防
や
居
場
所
づ
く
り
が
目
的

の
サ
ロ
ン
で
、
月
１
回
校
区
ご
と

に
運
動
や
口
腔
ケ
ア
、
脳
ト
レ
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
て
い
ま

す
。気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

湯
る
り
ん
セ
ン
タ
ー
（
市

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

温
泉
町

２
４
５
６
‐
１
）

対
象　

市
内
に
住
む
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
方

参
加
費　

５
０
０
円

２
日
㈫　

中
原
校
区

３
日
㈬　

西
校
区

９
日
㈫　

大
畑
校
区
①

10
日
㈬　

大
野
・
矢
岳
地
区

16
日
㈫　

東
間
校
区

17
日
㈬　

西
瀬
校
区

23
日
㈫　

東
校
区

24
日
㈬　

大
畑
校
区
②

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま

す
。
時
間
や
乗
降
場
所
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

湯
る
り
ん
セ
ン
タ
ー

（
☎
24
‐
４
９
６
７
）

部 門　絵画・デザイン・彫刻・書道・工芸・写真の各部門
出品資格　15歳以上の方(中学生は除く)
作品受付　10月13日(土)　午前９時～午後５時
　　　　　10月14日(日)　午前９時～正午
申込方法　 人吉城歴史館(市歴史文化課)にある申込用紙に必要事項を記入し、作品と一緒にスポーツ

パレスの受付会場へお持ちください。申込用紙は受付当日会場で記入することもできます。
展示期間　10月20日(土) ～ 25日(木)
　　　　　※厳正な審査を行い、入賞・入選作品、会員・会友の作品を展示します。
展示場所　スポーツパレス大アリーナ
そ の 他　 要項・申込用紙が必要な方は、事務局にお問い合わせください。人吉球磨地域の各高校と

過去３年以内に出品された方には、６月末に要項と申込用紙を郵送しています。
問 合 せ　人吉球磨総合美展運営委員会事務局
　　　　　（市歴史文化課内　☎２２－２１１１　内線１３０３）

◎
９
月
26
日
㈬　

委
員
長
報
告
・

　

採
決
・
閉
会

※
日
程
な
ど
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

時
間　

原
則
午
前
10
時
～

場
所　

市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ

ス
仮
本
庁
舎
２
階
議
場

傍
聴
方
法　

傍
聴
席
入
口
に
あ
る

用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
（
団
体
の

場
合
は
団
体
名
・
人
数
）
を
記
入

し
、
備
え
付
け
の
箱
に
投と
う
か
ん函

し
て

入
室
し
て
く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
時
に
事
前
の
許
可
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
議
会
事
務
局
、
市
社

会
教
育
課

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://
w

w
w

.city.hitoyoshi.lg.jp/

（
人
吉
市
議
会
→
議
会
中
継
）

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
交
流
館
の
愛
称
が
決
定
！

　

市
で
は
、
日
本
遺
産
を
は
じ
め

と
す
る
観
光
振
興
の
拠
点
や
温
泉

を
含
む
総
合
交
流
施
設
と
し
て
７

月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
た
「
人

吉
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
交
流
館
」
の
愛
称
を
募
集
し
、

２
２
３
点
の
応
募
の
中
か
ら
愛
称

を
決
定
し
ま
し
た
。

愛
称　

く
ま
り
ば
（
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
表
記
は
「
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ

Ｖ
Ａ
」）

採
用
者　

亀か
め
い井 

美み

か佳
さ
ん
（
神

奈
川
県
横
浜
市
）

問
合
せ　

市
観
光
振
興
課
観
光
企

画
係 ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

名
称
が
決
定
し
ま
し
た

　

現
在
建
設
中
の
九
州
自
動
車
道

と
国
道
２
１
９
号
を
結
ぶ
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称
に

つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高

速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
か

ら
決
定
の
通
知
を
受
け
ま
し
た
。

名
称
は
「
人
吉
球
磨
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ　

市
都
市
計
画
課
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
室

Ｈヒ
ッ

ト
ｉ
ｔｰ

Ｂビ
ズ
ｉ
ｚ
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
ま
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
地
域
の
中
小
企
業
の

売
上
ア
ッ
プ
や
創
業
希
望
者
を
力

強
く
支
援
す
る
「
人
吉
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
ｉ
ｔ
‐
Ｂ

ｉ
ｚ
）」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集

し
、
１
５
９
人
の
応
募
の
中
か
ら

最
優
秀
賞
作
品
を
決
定
し
ま
し

た
。

受
賞
者　

布ぬ
の
む
ら村 

英ひ
で
あ
き明

さ
ん
（
石
川

県
金
沢
市
）

問
合
せ　

市
商
工
振
興
課
商
工
係

▲決定したHit-Bizの
　ロゴマーク
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人
吉
～
吉
松
間
の
列
車
が

９
月
26
日
㈬
運
休
し
ま
す

　

Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、
肥
薩
線
の
人

吉
～
吉
松
間
の
線
路
保
守
点
検
の

た
め
、
９
月
26
日
㈬
の
運
行
を
休

止
し
ま
す
。
列
車
運
休
区
間
の
代

行
運
送
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

運
休
日　

９
月
26
日
㈬

運
休
時
間
帯　

午
前
10
時
～
午
後

４
時

運
休
区
間　

人
吉
～
吉
松
間

問
合
せ　

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
熊
本
支
社
総
務
企
画
課
（
☎

０
９
６
‐
３
２
６
‐
６
９
６
８
）

　総務省統計局（人吉市）では、10月１
日現在で住宅・土地統計調査を実施しま
す。この調査は５年に１回実施される住
生活に関する最も基本的で重要な調査で、
市でも約2,100世帯が調査の対象になり
ます。
　パソコンやスマートフォンを使って、
簡単に回答することが可能です。統計調
査員が伺ったときは、調査の趣旨をご理
解いただき、調査にご協力をお願いしま
す。
問合せ　市企画課企画政策係（☎２２－
　　　　２１１１　内線２２２５）

平成３０年度の敬老行事
　９月17日(月)は、「敬老の日」（多年にわたり社会に尽くしてきた高齢者を敬愛し、長寿を祝う日）です。
市では、ことしも敬老の日の前後に、さまざまな敬老行事を行います。人吉市は、これからも高齢者の方を
大切にするまちづくり、高齢者の方が笑顔で暮らせるまちづくりを進めていきます。
敬老祝金贈呈の対象者にお知らせを郵送します
対象者　本年度で満88歳（米寿）になる方（昭和５年４月２日から昭和６年４月１日までに生まれた方）
のうち、平成29年９月２日から平成30年９月１日まで引き続き人吉市に住んでいる方

日時 行 事 内 容 場所

９月７日㈮ 
午前 10 時～正午

市長から 95 歳の方と 101 歳以上の方に
祝品を贈ります。

龍生園

聖心老人ホーム

延寿荘

アゼリア

９月 13 日㈭ 
８時 45 分～

熊本日日新聞社から金婚夫婦の代表の方
に表彰状が贈られます。

市役所カルチャーパレス
仮本庁舎

９月 14 日㈮
 午前 10 時～午後５時

本年度 88 歳（米寿）になる方に敬老祝金
（２万円）を贈ります。※対象者には文書
を郵送します。

市役所カルチャーパレス
仮本庁舎１階相談室

９月 18 日㈫・19 日㈬ 
午前９時～午後５時

市内居住の 60 歳以上の方に老人福祉セ
ンターを無料開放します。 老人福祉センター

９月 28 日㈮
午前 10 時～正午

結婚 50 周年を迎える金婚夫婦の表彰式
を行います。 ホテルサン人吉

問合せ　市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２−２１１１　内線１２３１）

整
骨
院
に
は

正
し
く
か
か
り
ま
し
ょ
う

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復

師
が
行
う
施
術
は
、
国
民
健
康
保

険
の
対
象
に
な
る
場
合
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
確
認
し
て

愛
の
献
血
♥

◆
９
月
19
日
㈬

【
人
吉
警
察
署
】

・
午
前
10
時
～
正
午

【
人
吉
医
療
セ
ン
タ
ー
】

・
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
４
０
０
㍉
㍑
献
血
だ
け
で
す
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の

要
件
に
当
て
は
ま
る
児
童
を
看
護

し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
児
童
】

特
別
児
童
扶
養
手
当
を

支
給
し
ま
す

国
民
年
金
の
障
害
基
礎
年
金

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
病
気
や
け

が
で
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た
場

合
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年

金
で
す
。

【
受
給
要
件
】

①
国
民
年
金
加
入
中
に
初
め
て
受

　

診
し
た
病
気
や
け
が
で
一
定
の

　

障
が
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

②
国
民
年
金
被
保
険
者
の
資
格
を

　

失
っ
た
後
、
60
歳
以
上
65
歳
未

　

満
で
、
国
内
に
住
む
人
が
一
定

　

の
障
が
い
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

③
20
歳
前
に
初
め
て
受
診
し
た
病

　

気
や
け
が
で
一
定
の
障
が
い
状

　

態
に
な
っ
た
と
き
。

※
障
害
認
定
日
に
障
が
い
の
程
度

ご
存
じ
で
す
か
？

障
害
者
手
当
制
度

　

常
時
介
護
が
必
要
な
最
重
度
の

在
宅
障
が
い
者
に
対
し
て
、
次
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

が
１
級
ま
た
は
２
級
に
当
て
は
ま

る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。

【
年
金
額
】

１
級
＝
月
額
８
万
１
１
７
７
円

２
級
＝
月
額
６
万
４
９
４
１
円

※
18
歳
ま
で
の
子
か
20
歳
未
満
で

障
害
基
礎
年
金
１
・
２
級
の
状
態

の
子
が
い
る
場
合
は
支
給
額
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

市
保
険
年
金
課
国
保
年

金
係

【
20
歳
以
上
】

特
別
障
害
者
手
当
＝

　
　
　
　

月
額
２
万
６
９
４
０
円

※
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
に
定

め
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３
カ
月
を

超
え
て
入
院
し
て
い
る
方
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
20
歳
未
満
】

障
害
児
福
祉
手
当
＝

　
　
　
　

月
額
１
万
４
６
５
０
円

※
障
が
い
を
理
由
に
年
金
を
受
給

す
る
方
、
児
童
福
祉
法
な
ど
に
定

め
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

最
重
度
の
方
と
は

　

重
度
の
肢
体
不
自
由
や
精
神
障

が
い
の
た
め
、
絶
対
安
静
が
永
続

し
た
り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど

で
き
な
か
っ
た
り
と
、
日
常
生
活

が
著
し
く
制
限
さ
れ
る
方
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

　

20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体

に
中
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児

童
。
た
だ
し
、
障
が
い
を
理
由
に

年
金
を
受
給
す
る
児
童
や
、
児
童

福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

児
童
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
手
当
額
】

１
級
＝
月
額
５
万
１
７
０
０
円

２
級
＝
月
額
３
万
４
４
３
０
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

（
追
加
実
施
）

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
（
猟
犬
・

室
内
犬
を
含
む
全
て
の
犬
）
は
、

「
登
録
と
予
防
注
射
の
接
種
」
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
犬
の
未
登
録
や
予
防
注
射
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
必
ず
ど

れ
か
の
会
場
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

　

犬
の
死
亡
、
所
有
者
・
住
所
の

変
更
な
ど
は
必
ず
市
環
境
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

９
月
30
日
㈰

※
大
雨
な
ど
の
場
合
は
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

料
金　

予
防
注
射
３
１
５
０
円
、

新
規
登
録
３
千
円

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

時 間 場 所

９:30 ～ 10:00
10:20 ～ 10:40
11:00 ～ 11:30

中原コミセン横広場
西瀬コミセン
東西コミセン

13:30 ～ 13:50
14:15 ～ 14:35
14:50 ～ 15:30

大畑コミセン
東間コミセン

市役所西間別館

９
月
は
動
物
愛
護
月
間
で
す

　

毎
年
９
月
は
「
動
物
愛
護
月
間
」

で
す
。
人
と
動
物
が
共
に
生
き
る

社
会
の
実
現
に
は
、
飼
い
主
の
モ

ラ
ル
と
マ
ナ
ー
、
地
域
住
民
の
動

物
愛
護
の
理
解
が
必
要
で
す
。

次
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
ふ
ん
尿
な
ど
で
近
隣
の
環
境
を

　

悪
化
さ
せ
な
い

・
し
つ
け
や
訓
練
を
し
て
、
人
に

　

危
害
を
加
え
た
り
、
鳴
き
声
な

　

ど
で
近
隣
に
迷
惑
を
掛
け
な
い

・ 

不
妊
去
勢
手
術
な
ど
を
実
施
し
、

　

む
や
み
に
繁
殖
さ
せ
な
い

・
動
物
に
よ
る
感
染
症
の
知
識
を

　

持
つ

・
盗
難
や
迷
子
を
防
ぐ
た
め
、
迷

　

子
札
な
ど
を
付
け
、
所
有
者
を

　

明
ら
か
に
す
る

・
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
う

・
動
物
を
虐
待
し
た
り
捨
て
た
り

　

し
な
い

※
動
物
虐
待
・
遺
棄
は
犯
罪
で
す
。

問
合
せ　

市
環
境
課
環
境
衛
生
係

正
し
く
施
術
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

保
険
証
が
使
え
る
場
合

○
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
の
打
撲
や
捻

　

挫
○
骨
折
や
脱
臼
（
医
師
の
同
意
が

　

必
要
）

保
険
証
が
使
え
な
い
場
合
（
全
額

自
己
負
担
）

○
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労

○
内
科
的
要
因
の
病
気
に
よ
る
こ

　

り
や
痛
み

○
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

○
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長

　

期
の
施
術

○
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
肉
体
疲

　

労
改
善

○
仕
事
中
や
通
勤
途
中
に
起
き
た

　

負
傷
（
労
災
保
険
か
ら
給
付
さ

　

れ
ま
す
）

問
合
せ　

市
保
険
年
金
課
国
保
年

金
係
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人
吉
球
磨
読
書
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

応
募
資
格　

人
吉
球
磨
地
域
に
住

ん
で
い
る
幼
児

応
募
規
定

①
27
㌢
㍍
×
38
㌢
㍍
の
画
用
紙
に

　

描
く
こ
と
（
色
画
用
紙
可
）

②
絵
本
の
模
写
は
し
な
い
こ
と

③
応
募
票
を
画
用
紙
の
中
央
下
に

　

の
り
付
け
す
る
こ
と

※
応
募
票
は
市
図
書
館
に
あ
り
ま

す
。

申
込
期
限　

10
月
31
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

市
図
書
館

募
　
集

ウオーキングデーのご案内10月～平成 31 年３月

実施校区 西校区 東校区 中原校区 西瀬校区 大畑校区

集合場所

奇数月：
村山公園内
あやめ広場 人吉東小

10 ～２月：
大柿集落センター

西瀬コミセン 大畑コミセン
偶数月：
東西コミセン

３月：
中原コミセン

問合せ 東西コミセン
（☎ 28-3230）

中原コミセン
（☎ 24-1764）

西瀬コミセン
（☎ 22-6934）

大畑コミセン
（☎ 23-0830）

受　付 午前８時 10 分～ 午前７時 40 分～

スタート 午前８時 30 分 午前８時

月 第１土曜日 第２土曜日 第３土曜日 第４土曜日

10 月 ６日
（歴史探訪ウオーキング）

13 日
（歴史探訪ウオーキング）

20 日
（歴史探訪ウオーキング） 20 日 ー

11 月 ３日 10 日 17 日 17 日
（歴史探訪ウオーキング）

24 日
（歴史探訪ウオーキング）

12 月 １日 ８日 15 日 15 日 ー

H31. １月 ５日 12 日 19 日 19 日 ー

２月 ２日 ９日 16 日 16 日 23 日

３月 ２日 ９日 16 日 16 日 23 日

※全校区とも保険をかけますので、必ず受け付けをしてください。
※小学生以下は保護者同伴で参加してください。
※ お住まいの校区に関わらず参加できます。どのコースも徒歩時間は約 1 時間です。水筒などは各自で
　準備してください。
※ウオーキングに参加すると、１回につききじ馬スタンプ 10 ポイント進呈券がもらえます。
　10 ポイント進呈券を 10 枚ためると、ボーナス 20 ポイントを加えた 120 ポイント進呈券と交換します。

９
月
か
ら
75
歳
以
上
の
方
の

市
民
健
診
が
始
ま
り
ま
す

健
診
期
間　

～
12
月
28
日
㈮

　

医
療
機
関
で
の
健
診
を
申
し
込

ん
だ
方
に
は
、
８
月
上
旬
に
「
市

民
健
診
受
診
票
」
と
「
問
診
票
」

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
問
診
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
ず
医
療

機
関
に
電
話
で
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
後
期
高
齢

者
歯
科
口
腔
健
診
も
同
時
期
に
実

施
し
ま
す
。
歯
科
医
院
に
予
約
を

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
診
車
で
の
健
診
は
10
・
11
月

に
実
施
し
ま
す
の
で
、
問
診
票
は

10
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

健
診
希
望
で
申
し
込
み
を
し
て

い
な
い
方
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係人

吉
警
察
署
へ
の
意
見
や

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

人
吉
警
察
署
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
業
務
に
反

映
さ
せ
る
た
め
「
人
吉
警
察
署
協

議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
地

元
住
民
６
人
が
協
議
会
委
員
と
し

て
活
動
し
、
少
年
の
健
全
育
成
の

た
め
少
年
剣
道
の
活
性
化
な
ど
、

地
元
住
民
を
代
表
し
て
人
吉
警
察

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

毎
年
、
秋
か
ら
交
通
事
故
死
者

数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
暗
く

な
る
の
が
早
く
な
る
の
で
、
車
や

自
転
車
の
ラ
イ
ト
は
早
め
の
点
灯

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

期
間　

９
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰
の

10
日
間

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

＝
９
月
30
日
㈰
」

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通

　

行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交

　

通
事
故
防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

　

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

　

止
③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　

い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

出
発
式　

９
月
21
日
㈮
午
前
９
時

～
（
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
正
面
駐

車
場
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
１
階
廊
下
で
開
催
。

問
合
せ　

市
防
災
安
全
課
防
災
安

全
係

専門講座 講座テーマ（各講座全４回） 定　員

講座１

とことん歴史学
①遺構・遺物からみた西南戦争
②西南戦争と博愛社の誕生～日本赤十字社発祥の地 熊本～
③人吉球磨の西南戦争－その戦略と戦術－
④西南戦争と人吉の人々

50 人
（先着順）

講座２

「現代」を読み解く
①賃金の経済学：なぜ人によって賃金は異なるのか？
②日常生活を遊ぶ－レジャー・レクリエーション論から見る余暇の活用－
③恋愛の経済学－マッチング理論による晩婚化メカニズムの解明－
④株式会社のしくみ

40 人
（先着順）

申込期限　９月 20 日 ( 木 )

人吉市と熊本学園大学、中小企業大学校が連携し、本年度も開講します！

専門講座　日程：10 月６日（土）・13 日（土）・20 日（土）・27 日（土）
　　　　　時間：午前 10 時～正午
開催場所　中小企業大学校人吉校 
受 講 料　２千円
申込方法　市社会教育課（市役所カルチャーパレス仮本庁舎１階）にある受講申込書に記入し提出して
　　　　　ください。電話と電子メールも可。受講申込書は市ホームページからダウンロードすること
　　　　　もできます。
申込・問合せ　市社会教育課生涯学習係（☎２２－２１１１ 内線５２３６
　　　　　　　〒 868-8601　人吉市下城本町 1578 番地１）　
電子メール　syakaikyouiku@hitoyoshi.kumamoto.jp

署
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
、
人
吉
警
察
署
協
議
会
委
員
に

人
吉
警
察
署
に
対
し
て
の
意
見
や

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

人
吉
警
察
署
協
議
会
委
員

○
中な
か
し
ま島 

祐ゆ
う
い
ち一

さ
ん
（
人
吉
市
）

○
塚つ
か
も
と本 

哲て
つ
や也
さ
ん
（
人
吉
市
）

〇
大お
お
が賀 

友ゆ

り

え
理
江
さ
ん
（
人
吉
市
）

○
三み

わ輪 

千ち
は
る晴
さ
ん
（
錦
町
）

○
横よ
こ
や
ま山 

浩ひ
ろ
ゆ
き之

さ
ん
（
山
江
村
）

○
本ほ
ん
だ田 

節せ
つ

さ
ん
（
人
吉
市
）

問
合
せ　

人
吉
警
察
署
協
議
会
事

務
局
（
人
吉
警
察
署
内　

☎
24
‐

４
１
１
０
）

開講日　９月 29 日（土）
　　　　開講式：午前９時 30 分～
　　　　教養講座：午前 10 時～正午
　　　　テーマ：「健康づくり運動で毎日に活力を！」   
　　　　講師：府

ふ な い

内 勇
ゆ う き

希さん（熊本学園大学社会福祉学部准教授）
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車
両
系
建
設
機
械

技
能
講
習
会

観
光
案
内
人
養
成
講
座

託
児
サ
ー
ビ
ス
付
き
の

職
業
訓
練

55
歳
以
上
の
就
職
希
望
者
を

無
料
で
支
援
し
ま
す

【
整
地
・
運
搬
・
積
み
込
み
用
・

掘
削
用
機
械
】

期
日　

10
月
21
日
㈰
・
22
日
㈪

時
間　

午
前
８
時
30
分
～（
学
科
・

実
技
合
わ
せ
て
14
時
間
）

　

人
吉
商
工
会
議
所
で
は
、
人
吉

球
磨
地
域
の
魅
力
を
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
紹
介
す
る「
観
光
案
内
人
」

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
人

吉
市
の
観
光
に
関
心
が
あ
り
、
観

光
案
内
人
と
し
て
活
動
し
た
い
方

の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象　

観
光
案
内
人
と
し
て

活
動
が
で
き
る
方

定
員　

20 

人
（
先
着
順
）

講
座
期
間　

10
月
16
日
㈫
～
平
成

31
年
２
月
12
日
㈫
の
火
曜
（
全
14

日
15
講
座
）

※
15
講
座
の
う
ち
10
講
座
以
上

（
実
習
講
座
３
回
の
講
座
を
含
む
）

を
受
講
し
た
方
を
案
内
人
と
し
て

資
格
認
定
し
ま
す
。

場
所　

人
吉
商
工
会
議
所

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

人
吉
商
工
会
議
所
に

あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

離
職
し
て
い
る
方
の
た
め
の
再

就
職
に
有
利
な
職
業
訓
練
で
す
。

内
容　

パ
ソ
コ
ン
操
作
や
簿
記
、

会
計
処
理
な
ど
の
技
術
習
得

日
程　

11
月
１
日
㈭
～
平
成
31
年

１
月
31
日
㈭
の
３
カ
月
間

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン

　

公
益
社
団
法
人
熊
本
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
で

は
、
55
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
無

料
の
仕
事
支
援
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

【
清
掃
ス
タ
ッ
フ
】

内
容　

清
掃
の
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、
清
掃
・
施
設
管
理
会
社
な

ど
で
の
就
職
を
目
指
し
ま
す

日
程　

10
月
３
日
㈬
・
４
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

東
西
コ
ミ
セ
ン

定
員　

15
人

受
講
料　

無
料

申
込
期
限　

９
月
21
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

公
益
社
団
法
人

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
０
９
６
‐
３
１
２
‐

３
３
１
０
）

講
　
座

市
役
所
麓
町
本
庁
舎
跡
地

発
掘
調
査
現
地
説
明
会

球
磨
支
援
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

史
跡
人
吉
城
跡
内
の
市
役
所
麓

町
本
庁
舎
跡
地
の
発
掘
調
査
成
果

を
公
開
し
ま
す
。
発
掘
調
査
の
流

れ
や
、
麓
町
本
庁
舎
地
下
に
残
さ

れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
建
物
跡
、

陶
磁
器
な
ど
の
出
土
品
を
調
査
員

が
解
説
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

期
日　

９
月
24
日
㈪

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分解
説
時
間　

午
後
１
時
40
分
～
、

午
後
３
時
10
分
～
（
解
説
時
間
は

各
30
分
程
度
を
予
定
。
解
説
時
以

外
の
時
間
は
自
由
見
学
）

場
所　

市
役
所
麓
町
本
庁
舎
跡
地

参
加
費　

無
料

※
現
地
集
合
・
解
散
。
駐
車
場
有
。

問
合
せ　

市
歴
史
文
化
課
歴
史
文

化
係

期
日　

９
月
28
日
㈮

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
50

分場
所　

県
立
球
磨
支
援
学
校

（
球
磨
郡
多
良
木
町
多
良
木

４
２
１
７
）

内
容　

学
校
紹
介
、
公
開
授
業

対
象　

行
政
・
福
祉
関
係
、
教
育

関
係
、
福
祉
施
設
関
係
、
一
般

申
込
期
限　

９
月
14
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム

障
が
い
が
あ
る
方
の
た
め
の

職
業
訓
練
（
在
職
者
訓
練
）

内
容　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
知
識
と

技
術
の
習
得

対
象
者　

仕
事
を
し
て
い
る
方

で
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、

精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
難

病
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
が
あ
る

方期
間　

11
月
１
日
㈭
～
平
成
31
年

１
月
31
日
㈭
の
火
・
木
曜

時
間　

午
後
６
時
30
分
～
（
２
時

間
程
度
）

場
所　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

商
工
業
優
良
従
業
員
表
彰

　

市
で
は
、
商
・
工
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
を
営
む
中
小
企
業
の
優
良
従

業
員
の
方
を
表
彰
し
ま
す
。

　

表
彰
資
格
に
当
て
は
ま
る
方
を

雇
用
し
て
い
る
事
業
所
は
、
ぜ
ひ

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

表
彰
資
格

①
同
一
事
業
所
に
35
年
以
上
勤
務

　

す
る
優
良
従
業
員
で
あ
る
こ
と

　
（
既
に
表
彰
を
受
け
た
方
を
除
く
）

②
50
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

③
事
業
所
か
ら
推
薦
が
あ
る
こ
と

推
薦
期
限　

10
月
５
日
㈮

表
彰
日　

11
月
29
日
㈭

問
合
せ　

市
商
工
振
興
課
商
工
係

く
ま
川
鉄
道
30
周
年
記
念

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力
者
募
集

　

く
ま
川
鉄
道
が
来
年
10
月
１
日

で
開
業
30
周
年
を
迎
え
、
こ
と
し

10
月
１
日
㈪
か
ら
30
年
目
記
念
の

利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
協
力
・

支
援
い
た
だ
け
る
店
舗
や
団
体
を

募
集
し
ま
す
。
協
力
い
た
だ
け
る

店
舗
や
団
体
の
方
は
、
く
ま
川
鉄

道
株
式
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容　

く
ま
川
鉄

道
一
日
乗
車
券
を
協
力
店
舗
や
団

体
な
ど
で
提
示
す
る
と
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ベ
ン
ト
期
間　

９
月
29
日
㈯
～

平
成
31
年
10
月
１
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

く
ま
川
鉄
道
株

式
会
社
企
画
営
業
課
（
☎
23
‐

５
０
１
１
）

催
　
し

動
物
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

　

人
吉
球
磨
獣
医
師
会
で
は
、
飼

い
主
の
身
勝
手
な
理
由
で
処
分
さ

れ
る
犬
や
猫
の
命
を
救
う
た
め
、

毎
年
「
動
物
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。（
雨
天
決
行
）

内
容　

動
物
慰
霊
祭
、
犬
・
猫
の

オ
ー
ナ
ー
探
し
、
長
寿
犬
・
猫
の

表
彰
、
乗
馬
体
験
な
ど

期
日　

９
月
22
日
㈯

時
間　

正
午
～
午
後
３
時

場
所　

石
野
公
園

問
合
せ　

東
動
物
病
院
（
☎
38
‐

４
６
６
６
）

救
急
フ
ェ
ア
２
０
１
８

　

人
吉
医
師
会
と
人
吉
下
球

磨
消
防
組
合
で
は
、「
救
急
の

日
」
に
ち
な
み
「
救
急
フ
ェ
ア

２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　

救
急
・
消
防
活
動
紹
介
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、
は
し
ご
車
試

乗
・
放
水
・
ロ
ー
プ
渡
過
・
応
急

手
当
実
技
体
験
な
ど

期
日　

９
月
８
日
㈯

時
間　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合

（
下
林
町
１
番
地
）

問
合
せ　

人
吉
下
球
磨
消
防
組

合
消
防
本
部
警
防
課
（
☎
22
‐

５
２
４
１
）

人
吉
市
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦

没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を

開
催
し
ま
す
。

期
日　

10
月
６
日
㈯

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

※
式
典
終
了
後
は
追
悼
舞
踊
会
を

行
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
福
祉
政
策
係

県
立
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

応
募
資
格　

軽
度
の
知
的
障
が
い

が
あ
る
方
で
、
就
労
意
欲
が
あ
り

公
共
職
業
安
定
所
で
求
職
登
録
を

し
て
い
る
方
な
ど

募
集
学
科　

販
売
実
務
科
（
１
年

課
程
）

募
集
人
員　

13
人
（
①
第
１
回
選

考
：
10
人
、②
第
２
回
選
考
：
３
人
）

試
験
日　

①
11
月
21
日
㈬
、
②
平

成
31
年
２
月
１
日
㈮

応
募
期
間　

①
10
月
９
日
㈫
～
11

月
９
日
㈮
、
②
12
月
17
日
㈪
～
平

成
31
年
１
月
18
日
㈮

※
応
募
資
格
や
試
験
会
場
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

県
立
高
等
技
術
専
門

校
（
☎
０
９
６
‐
２
９
７
‐

９
９
１
５
）

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
30
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信

制
の
大
学
で
、
働
き
な
が
ら
大
学

を
卒
業
し
た
い
方
や
学
び
を
楽
し

み
た
い
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
多
く
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
自

然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限　

９
月
20
日
㈭

問
合
せ　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
９
６
‐
３
４
１
‐

０
８
６
０
）

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

熊
本
県
立
球
磨
支
援
学

校
（
☎
42
‐
３
７
９
２
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
sh.higo.ed.jp/kum

a-s/

受
講
料　

４
万
５
千
円

申
込
期
間　

９
月
３
日
㈪
～
10
月

18
日
㈭

【
解
体
用
機
械
】

期
日　

11
月
12
日
㈪

時
間　

午
前
８
時
30
分
～（
学
科
・

実
技
合
わ
せ
て
５
時
間
）

受
講
料　

２
万
円

申
込
期
間　

９
月
13
日
㈭
～
11
月

８
日
㈭

【
共
通
事
項
】

場
所　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

定
員　

各
20
人

※
助
成
金
制
度
を
利
用
す
る
事
業

主
は
、
受
講
日
か
ら
20
日
前
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
球
磨
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
☎
22
‐

２
４
７
５
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

hk-noukaicenter.com
/

ド（
上
薩
摩
瀬
町
１
４
７
２
‐
１
）

定
員　

20
人

受
講
料　

無
料
（
別
に
教
科
書
代

な
ど
１
万
円
程
度
が
必
要
）

申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職

業
相
談
を
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限　

９
月
25
日
㈫

※
無
料
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
（
定
員
５
人
）。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ

ン
ド
（
☎
22
‐
６
９
９
１
）

ド（
上
薩
摩
瀬
町
１
４
７
２
‐
１
）

定
員　

10
人

受
講
料　

無
料
（
別
に
テ
キ
ス
ト

代
５
８
３
２
円
程
度
が
必
要
）

申
込
期
限　

９
月
28
日
㈮

問
合
せ　

県
立
高
等
技
術
専
門

校
（
☎
０
９
６
‐
２
９
７
‐

９
９
１
５
）

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
商
工
会
議

所
総
務
課
（
☎
22
‐
３
１
０
１
）
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身近な環境美化や地球温暖化対策について、皆さんに耳寄りな情報をお届けします。

【一般向け】 【児童向け】

新刊案内

人吉のリーダーの皆
さんが、毎月お薦め
の本を紹介します。

不
動
産
無
料
相
談
会

内
容　

不
動
産
の
売
買
・
賃
貸
・

管
理
、
空
き
家
、
空
き
土
地
な
ど

で
の
悩
み
相
談

期
日　

９
月
13
日
㈭

受
付　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

人
吉
商
工
会
議
所

相
談
員　

一
般
社
団
法
人
熊
本
県

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
の
相
談
員

と
弁
護
士

※
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
相
談
は
無
料
で
す
。

問
合
せ　

一
般
社
団
法
人
熊
本

税
務
の
質
問
は

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
利
用
を

　

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
国
税

庁
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
税
務
相
談

室
で
す
。
よ
く
あ
る
質
問
に
対
す

る
回
答
を
税
金
の
種
類
ご
と
に
調

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

人
吉
税
務
署
に
電
話
を
し
、
音
声

案
内
に
従
っ
て
１
番
を
押
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
吉
税
務
署
（
☎
23
‐

２
３
１
１
）

【納付方法】
　　市指定金融機関、市収納代理金融機関、コン
　ビニエンスストア(バーコード印字のみ使用可)
　 で納付してください。
　　納税には便利で確実な口座振替をご利用くだ
　さい。納税通知書・通帳・通帳印を持って金融
　機関、郵便局でどうぞ。

９月の納税
納期限  10月１日㈪

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第３期）

介護保険料（第３期）
後期高齢者医療保険料 ( 第３期 )

10月の乳幼児健診
市保健センター母子保健係

受付時間 ３歳６カ月＝午後０時30分～１時
７～８カ月＝午後１時～１時15分
１歳８カ月＝午後０時45分～１時10分

※母子健康手帳、バスタオル、健やか親子 21 ア
　ンケート、３歳６カ月児は尿もお持ちください。

健 診 対　象　者 日 程
3 歳 6カ月 平成27年４月生 ２日㈫    

７～８カ月 平成30年２月生 16日㈫

1歳 8カ月 平成29年１月生 23日㈫

ごみ情報

ごみ処理にかかった経費3,712 万 4,287 円
● ごみ出し家計簿(平成30年７月分)

燃えるごみ 526 t 220 kg (＋2.07％ )
燃えないごみ 31 t 560 kg (－2.32％ )
資源ごみ 67 t 017 kg (－4.50％ )

※()は前年度比
市民一世帯当たりのごみの量　40kg

※「ごみ出しルール読本」が必要な方は市環境課へ！

市環境課廃棄物対策係問

相
　
談

クリーンプラザへの持ち込みはできません。
問合せ　市環境課廃棄物対策係
　　　　（☎２２－２１１１ 内線２７１２）

９/17㈪

○
９/24㈪

○
月曜日が
収集日の
地区のみ

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
（
☎

０
９
６
‐
２
１
３
‐
１
３
５
５
）

　このコーナーでは、平成30年度から活動を開始した
「人吉市地域おこし協力隊」隊員の日々の活動をお届け
していきます。

人吉市地域おこし協力隊

隊員　久
く ぼ

保  慧
さとし

出身　千葉県柏市
趣味　ブレイクダンス、ロン
　　   グスケートボード、ま
　　　ちなか散策、温泉
チャームポイント　笑顔

Profile

　皆さん初めまして。
　7月から人吉市地域おこし協力隊の隊員になりました、
久
く ぼ

保 慧
さとし

です。千葉県柏市出身です。母が人吉市出身で私
の生まれ故郷でもある人吉市で、協力隊募集を見て応募
しました。
　私は現在、まち・ひと・しごと総合交流館で施設内管
理や観光案内をメインに担当しています。人吉市には観光
名所が多々あり、国内のみならず海外からもたくさんの方
が訪れます。
　これまでの経験を生かし、多くの方に人吉の魅力を伝え
ていけるよう頑張ります。

Jam 著 きしら まゆこ著

多分そいつ、今ごろパフェとか食ってるよ。 ３びきのこぶたと４ひきめのこぶた

　15歳でノーベル平和賞を受賞
した少女マララのお話です。通
学途中頭を銃で撃たれたマララ
は、奇跡的に助かります。再び
襲われる恐怖の中でも、勇敢に
教育と平和の大切さを訴えます。
学校で勉強できるありがたさや
平和の尊さ、正しいことを貫く
力など、マララの考えと行動に
学ぶことができます。

「武器より一冊の
本をください　～
少女マララ・ユス
フザイの祈り～」

9月の休館日
３日、10日、18日、25日

場　所：カルチャーパレス内
開館日：火～日曜、祝日
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜日（祝日に当たる場合はその翌日）

　「会社や友達、SNS上で相手の何げな
い言葉に傷ついた」。現代社会の悩みを
解決する目からうろこのちょっとした考
え方のコツを、ネコの４コママンガとと
もに紹介します。読んだらきっと気持ち
がスッキリ晴れるはず。

　１匹目のこぶたは、わらで家を建てま
した。それを見た４匹目のこぶたは……。
４匹目のこぶたが見せてくれるのは、な
んだかハッピーな新しいエンディング。
しかけを開いて読むと新しいお話が楽し
めるすてきな絵本です。

志
し わ

波 典
の り あ き

明さん

ヴィヴィアナ
・マッツァ著

人吉球磨小中学校長会 会長

横山 千里訳

第 27 回
●省エネ家電に買い替えよう！
　まだ使えるからと古い家電を使い続けていませんか？ 家
電の省エネ化はどんどん進んでいるので、古い家電を使い続
ける方がもったいないのです。
　買い替えの目安は統一省エネルギーラベルに記載されてい
る「星の数」です。星の数（最大５個）が多いほど、電気代
も CO2 排出量も削減できます！

買い替え時にはラベルの星の数を確認
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人吉の食材を使った人吉の伝統食の作り方を紹介します。

Mayor ' s  Diary

Vol.38

作り方

問 すくすく子育てセンター
     (市保健センター母子保健係  ☎２４－８４２０)

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２– ２１１１  内線 1215・1216

Consumption life centerふ
る
さ
と
の
食
指
南
書
作
成
委
員
会 

会
長
　
山
上 

日
出
世
さ
ん

人吉市長　松岡 隼人

おやつシリーズ

　

お
盆
を
過
ぎ
、
朝
、
晩
は
ず
い
ぶ

ん
と
涼
し
く
な
っ
て
き
た
も
の
の
、

日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

台
風
の
発
生
も
例
年
よ
り
多
く
、

私
た
ち
行
政
も
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を

注
視
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
市
に

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
進
路
を
た
ど

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
直
接
的
な

被
害
は
発
生
せ
ず
、
ホ
ッ
と
胸
を
な

で
お
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま

だ
台
風
の
発
生
は
続
き
ま
す
の
で
、

今
後
も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

8
月
は
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

各
種
お
祭
り
や
花
火
大
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、天
候
を
大
変
心
配
し
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
特
に
夏
は
帰
省
客
が
多
く
、

地
元
の
お
祭
り
な
ど
を
楽
し
み
に
し

て
お
ら
れ
る
様
子
を
私
も
強
く
感
じ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
懐
か
し
い
故

郷
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

　

懐
か
し
さ
も
で
す
が
、「
人
吉
よ

く
な
っ
た
ね
」「
な
ん
か
、
活
気
が

出
て
き
た
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会話で親子の豊かな時間を過ごしましょう

　

地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害
時
に
便
乗
し

た
悪
質
商
法
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
災
害
発
生
地
域
だ
け
が
狙
わ
れ
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
十
分
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

義
援
金
詐
欺
の
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
義
援
金
は
、
公
的
な
団
体
な
ど
を

通
し
て
送
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

過
去
の
災
害
発
生
時
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
事
例

工
事
、
建
築
関
係

○
日
に
３
～
４
回
訪
問
さ
れ
、
屋
根
の
吹

　

き
替
え
工
事
の
契
約
を
迫
ら
れ
た
。

○
豪
雨
で
雨
漏
り
し
た
の
で
、
修
理
し
て

　

も
ら
っ
た
が
、
さ
ら
に
雨
漏
り
が
ひ
ど

　

く
な
っ
た
。

寄
付
金
、
義
援
金
関
係

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
名
乗
る
女
性
か
ら
募

　

金
を
求
め
る
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
。

○
市
役
所
の
者
だ
と
名
乗
る
人
が
自
宅
に

　

来
訪
し
、
義
援
金
を
求
め
ら
れ
た
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
ら
補
償
金
が
受

　

け
取
れ
る
と
言
わ
れ
た
。

対
処
法
・
ア
ド
バ
イ
ス

工
事
、
建
築
関
係

○
契
約
を
迫
ら
れ
て
も
、
そ
の
場
で
は
決

災
害
に
便
乗
し
た
悪
質
商
法
に

ご
用
心
！

　

め
な
い
で
、
他
社
の
見
積
り
も
取
っ
て

　

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
契
約
後
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

寄
付
金
、
義
援
金
関
係

○
公
的
機
関
が
、
電
話
や
訪
問
な
ど
で
義

　

援
金
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、
来
訪
の

　

申
し
出
が
あ
っ
て
も
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

○
金
銭
を
要
求
さ
れ
て
も
、
決
し
て
支
払

　

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
寄
付
を
す
る
と
き
は
、
募
っ
て
い
る
団

　

体
な
ど
の
活
動
状
況
や
使
途
を
確
認
し

　

ま
し
ょ
う
。

　近年、スマートフォンやタブレット端末など、デ
ジタルメディアに子どもが接する機会が増えていま
す。
　乳幼児期にデジタルメディアに関わる時間が増え
ると、親子の会話の時間が少なくなり、子どもの成
長に必要な興味や関心をデジタルメディアが奪って
しまうなど、子どもの成長に影響を与える可能性が
あるといわれています。
　上手にデジタルメディアと関わり、会話を増やし
て親子で豊かな時間を過ごしましょう!!

会話を増やして豊かな時間を過ごす５つの提言
①２歳まではテレビやDVDの視聴を控えましょう。
②授乳中や食事中のテレビやDVDの視聴を控えま
　しょう。

③デジタルメディアに接する時間を制限すること
　が重要です。１日２時間までを目安にしましょ
　う。
④子ども部屋にはテレビやDVDプレーヤー、パ
　ソコンを置かないようにしましょう。
⑤親子でデジタルメディアを利用するルールを　
　作りましょう。

　親子でルールを作ることは、会話にもつながり
ます。会話を増やし、親子の豊かな時間を増やし
てみてください。

つるっと食感、夏場にぴったり

「冷やしだご」

白玉粉 (300㌘）／木綿豆腐 ( 一丁 ) ／小麦粉 ( 適量）／黒糖 ( 適
量 )

▲黒糖をまぶした冷やしだご。きな粉 ( 右奥 )、蜂蜜 ( 左奥 ) も◎
 材 料 ( ５～６人分 )

① 白玉粉と木綿豆腐を混ぜ込んで、こねる
② 水分が多い場合は、小麦粉を適量入れて硬さを調節する
③ 一口大に小さく丸め、熱湯に入れてゆでる
④ ゆで上がったらだごが浮き上がってくるので、さっと取り出 　
　 し氷水や冷蔵庫で冷やす
⑤ 黒糖やきな粉などをかけて完成 !

　

　冷やしだごは、白玉粉と木綿豆
腐を混ぜて作ることで、つるっと
した食感になります。ゆでたアズ
キをかけ、すり氷を入れて作る冷
やしぜんざいもお勧め ! 冬場は温
かいぜんざいで食べてもおいしい
ですよ。ぜひ食感を楽しんでみて
ください。
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広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感
想

や
人
吉
へ
の
思
い
、
身
近
な
出
来

事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
右
記
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
り
ま
す
。
９
月
25
日
㈫
必

着
。
当
選
者
に
は
賞
品
を
送
り
ま

す
。

宛
先　

〒
８
６
８
‐
８
６
０
１　

人

吉
市
下
城
本
町
１
５
７
８
番
地
１ 

市
企
画
課
広
報
担
当

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
hitoyo

shi.kum
am

oto.jp

※
住
所
、
氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

３歳までの子どもの写真募集中！
応募・問合せ　〒 868-8601
人吉市下城本町 1578 番地１
市企画課広報担当

（☎ 22–2111  内線 2222）
電子メール
kikaku@hitoyoshi.kumamoto.jp
↑はＱＲコードから読み取れます

連絡先を忘れずに

　次ページの「みなさんからのおたより」に投稿
いただいた方の中から抽選で、人吉市のふるさと
納税返礼品にご協力いただいている事業所から商
品をプレゼントします。　
　人吉市ではふるさと納税の返礼品を多数そろえ
ています。市外に住む家族や友人にぜひご紹介く
ださい！　また、ふるさと納税の返礼品に出品い
ただける商品も募集しています。詳しくはお問い
合わせください。
■問合せ　市企画課シティプロモーション推進室
　　　　　（☎２２－２１１１内線２２２２）

読 者
プ レ ゼ ン ト

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
と
共
に
寄

せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
人
吉

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
回
の
特
集
の
取
材
で

球
磨
川
下
り
に
久
し

ぶ
り
に
乗
船
し
ま
し
た
。
一

緒
に
乗
っ
た
観
光
客
の
皆
さ

ん
と
も
会
話
が
で
き
、
仕
事

で
の
乗
船
で
し
た
が
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

小
さ
い
頃
は
、
親
戚
が

帰
っ
て
く
る
た
び
に
家
族
で

川
下
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
が
、
最
近
は
乗
船
し
て
い

な
い
な
と
振
り
返
り
ま
し

た
。
今
度
、
親
戚
や
友
人
が

来
た
ら
、
一
緒
に
川
下
り
を

楽
し
み
た
い
で
す
。（
渡
邊
）

■ 

編
集
後
記 

■

お姉ちゃんになりまし
た。人吉ばぁば、いつ
もありがとう

松
まつやま

山 彩
あ や か

楓ちゃん
１歳（南泉田町）

平成28年11月10日生

明道パパ・優子ママ

市
政
に
対
す
る
意
見
や

要
望
な
ど
は
、
各
窓
口

に
お
寄
せ
い
た
だ
く
か

庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る

「
ひ
ら
め
き
箱
」
や
電

子
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
ら
め
き
箱
の
設
置
場
所

◎
市
役
所
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
仮

　

本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

◎
市
役
所
西
間
別
館
正
面
入
口

※
月
2
回
開
封
し
て
い
ま
す
。

電
子
メ
ー
ル　

in
fo@

h
itoyo

shi.kum
am

oto.jo

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
電
子

メ
ー
ル
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

意
見
の
回
答
は
、
市
の
掲
示
板

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。
特
定
の
個
人
を
誹ひ
ぼ
う謗
中
傷
す

る
も
の
な
ど
回
答
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

じぃじ、ばぁば、かお
こねぇ、りいこねぇ、
たくさん遊ぼうね！

五木村のお祭りで憧れ
の消防士さんに。うれ
しくて照れています

古
ふるかわ

川 拓
た く ま

真ちゃん 赤
あかいけ

池 利
としはる

晴ちゃん
１歳（南泉田町）２歳（願成寺町）

平成29年３月７日生平成27年11月20日生

拓人パパ・志央理ママ祥太郎パパ・歩生ママ

休
日
に
子
ど
も
会
の
行

事
で
川
遊
び
に
行
き

ま
し
た
。
私
が
小
学
生
の
頃

は
名
前
と
連
絡
先
を
書
い
た

カ
マ
ボ
コ
板
の
命
札
を
提

げ
、
近
く
の
川
に
泳
ぎ
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
娘
は

川
で
泳
く
の
は
初
め
て
。

　

休
憩
も
ほ
ど
ほ
ど
に
飛
び

込
み
や
浮
き
輪
、
魚
探
し
と

み
っ
ち
り
遊
ん
だ
後
、「
ま

た
行
き
た
い
な
あ
」
と
つ
ぶ

や
き
ま
し
た
。
夏
の
自
然
の

楽
し
み
を
少
し
で
も
味
わ
え

て
も
ら
え
た
か
な
♪（
山
本
）

●
両
親
が
人
吉
出
身
で
す
。
何
度

か
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
第
二
の
ふ

る
さ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
埼

玉
県
）

●
球
磨
焼
酎
の
普
及
を
応
援
し
ま

す
。（
東
京
都
）

●
た
び
た
び
来
訪
し
て
い
ま
す
。

独
特
の
空
気
感
と
球
磨
焼
酎
が
大

好
き
で
す
。
こ
の
ま
ま
保
持
し
て

く
だ
さ
い
。（
北
海
道
）

●
昨
年
、
い
さ
ぶ
ろ
う
・
し
ん
ぺ

い
号
で
人
吉
駅
を
通
過
し
、
自
然

環
境
の
良
さ
に
ほ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
状
態
を
維
持
し
て

く
だ
さ
い
。（
神
奈
川
県
）

●
ヒ
ト
ヨ
シ
シ
ャ
ツ
の
フ
ァ
ン
で

す
。
ま
だ
人
吉
市
に
行
っ
た
こ
と

が
な
い
の
で
、
近
い
う
ち
に
行
き

た
い
で
す
。（
東
京
都
）

★
こ
と
し
の
酷
暑
に
は
本
当
に
参

り
ま
し
た
。

　

市
内
の
目
抜
き
通
り
を
歩
い
て

い
て
、
意
外
に
木
陰
が
な
い
こ
と

に
気
が
付
き
ま
し
た
。
歩
き
疲
れ

て
、
木
陰
で
椅
子
な
ど
に
腰
掛
け

て
一
服
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と

助
か
り
ま
す
が
ね
。

P.N
吉
ち
ゃ
ん
さ
ん
（
下
青
井
町
）

●
お
た
よ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
国
・
県
道
沿
い
で
あ
れ
ば

県
に
報
告
し
ま
す
。
市
道
で
あ
れ

ば
、
設
置
が
可
能
な
場
所
に
は
設

置
を
検
討
し
ま
す
。

★
こ
と
し
の
夏
は
「
暑
い
」
と
い

う
よ
り
も
「
熱
い
」
と
い
う
感
じ

で
す
ね
。
私
は
機
械
の
風
が
苦
手

な
の
で
す
が
、
さ
す
が
に
こ
と
し

は
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
エ

ア
コ
ン
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
、
と

言
い
ま
す
が
、
早
く
涼
し
く
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

P.N
彼
岸
花
さ
ん
（
矢
黒
町
）

●
こ
と
し
は
異
常
な
暑
さ
で
す
よ

ね
。
ま
さ
に
「
熱
い
」
日
々
が
続

き
ま
し
た
。
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
熱
中
症
に

は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
！

★
初
孫
を
連
れ
て
息
子
夫
婦
が
お

盆
休
み
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
普

段
は
家
内
と
二
人
だ
け
の
静
か

な
日
々
で
す
が
、
息
子
家
族
が

い
る
間
は
本
当
に
に
ぎ
や
か
で
楽

し
い
時
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
た
っ
た
数
日
間
で
東
京
に

戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
か

ら
次
に
会
う
日
が
楽
し
み
で
す
。

P.N
じ
い
じ
さ
ん
（
願
成
寺
町
）

●
お
孫
さ
ん
の
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
楽
し
か
っ
た
様
子

が
お
た
よ
り
で
伺
え
ま
し
た
。
楽

し
み
が
増
え
ま
し
た
ね
♪

★
錦
町
に
で
き
た
「
ひ
み
つ
基
地

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に
行
き
ま
し
た
。

展
示
物
を
見
て
、
改
め
て
戦
争
を

現
実
的
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
平
和
な
日
本
に
生
ま
れ
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
に
感
謝
。
こ
れ

か
ら
も
平
和
が
続
く
た
め
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
た
い
で
す
。

P.N
あ
ぶ
ら
ぜ
み
さ
ん（
南
泉
田
町
）

●
平
和
が
当
た
り
前
と
感
じ
れ
る

こ
と
に
感
謝
で
す
。
世
界
中
が
平

和
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

★
私
事
で
す
が
、
こ
の
た
び
結
婚

し
ま
し
た
。
新
婚
旅
行
は
子
ど
も

の
頃
か
ら
決
め
て
い
た
憧
れ
の
ハ

ワ
イ
！ 

ビ
ー
チ
に
買
い
物
に
と
、

と
て
も
楽
し
い
旅
行
だ
っ
た
の
で

す
が
、
帰
宅
す
る
な
り
「
や
っ
ぱ

り
人
吉
が
落
ち
着
く
ね
」
と
主
人

と
二
人
で
思
わ
ず
言
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ど
う
や
ら
私
た
ち
は
ハ

ワ
イ
よ
り
も
人
吉
が
性
に
合
っ
て

い
る
み
た
い
で
す
（
笑
）。

P.N
し
お
り
ん
さ
ん
（
瓦
屋
町
）

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！ 

地
元
は
落
ち
着
き
ま
す
よ

ね
。
人
吉
で
末
永
く
お
幸
せ
に
♡ 球磨川下りの乗船券（ペア１組）

　今号の特集で紹介したくま川下り株式会社が運行する
球磨川下り「舟

しゅううん

運ゆうばコース（ミドルコース）」は、
緩やかな流れに乗って歴史と情緒を感じるコース。乗船
券をペアでお一人様にプレゼントします。
■問合せ　くま川下り株式会社
   　　　　 （下新町 333- １　☎２２－５５５５）

◎
７
月
に
寄
せ
ら
れ
た
寄
付

２
９
４
件

８
３
０
万
円
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各種相談ガイド

無料法律相談(予約制)

予約時に、氏名・住所・電話番号・相談内容を確認します。場合によっ
ては相談を受けられないことがあります。
日時：10月２日㈫　 午前10時～午後３時
　　　10月21日㈰　午前10時～午後３時
場所：市消費生活センター
問合せ：市消費生活センター (☎22−2111　内線1215・1216）

暮らし安心法律相談(予約制)

生活上の法律に関する相談に、司法書士会が協力します。
日時：10月4日㈭　午後１時30分～４時
場所：市総合福祉センター
問合せ：市社会福祉協議会(☎24−9192)

暮らしのなんでも相談(行政相談)

行政窓口の対応など行政に対する苦情や意見、要望、暮らしに関
するお悩みなどの相談に応じます。
日時：10月21日㈰　午前10時～正午
場所：市消費生活センター
問合せ：市消費生活センター (☎22−2111　内線1215・1216）

消費生活なんでも相談会(予約優先)

借金問題や日常生活に関わる心配ごとに、弁護士・司法書士が相
談に応じます。心の健康相談も行い、臨床心理士が相談に応じます。
日時：10月21日㈰　午前10時～午後3時
場所：市消費生活センター
問合せ：市消費生活センター (☎22−2111　内線1215・1216）

介護者家族会

介護する人同士で、日頃の悩みや不安などを語り合います。
日時：10月３日㈬　午後１時～３時
場所：市保健センター
問合せ：市高齢者支援課元気・長生き係
　　　　(☎22−2111　内線1234)

こころの健康相談(予約制)

こころの健康についてご相談ください。
日時・場所：10月11日㈭　午後２時～３時、人吉保健所
　　　　　　10月26日㈮　午後２時～３時、人吉保健所
問合せ：人吉保健所保健予防課(☎22−3107)

10月の八代年金事務所年金出張相談(予約制)

年金に関する相談に応じます。八代年金事務所でも年金相談を受
け付けています(予約制)。
日時：毎週月曜　午前９時～午後５時（８日を除く）
場所：東西コミセン
予約先：八代年金事務所(☎0965−35−6123)
問合せ：市保険年金課国保年金係(☎22−2111　内線1222)

チャンネル

地デジ

３

人吉市の情報を配信中！
テレビ（データ放送）を利用した住民情報サービス

視聴方法
① ＲＫＫテレビを視聴します
② リモコンのｄボタンを押します
③「デタポン」を選び「決定」を押します

ひ と よ し の 情 報 発 信

ふるさと納税、観光、妊娠出産や子育て、福祉介護情報など、
市民の皆さんに必要な行政情報をたくさん掲載しています。

人吉市公式フェイスブック（人吉市役所）
市からの最新情
報を載せていま
す。

人よしライフ（人吉市移住定住サイト）

人吉市への移住・定住を考えている人に役立つ、人吉の観光・
産業や支援制度、求人情報などを紹介しています。

人吉市公式フェイスブック（日本のふるさとひとよし）

人吉の旬なイベ
ント情報を載せ
ています。

人吉市公式インスタグラム
人吉市の公式インスタグ
ラム。人吉の見どころ、
イベント、景色など、イ
ンスタ映えするものを紹
介します。

広報ひとよしをスマホでチェック！

マチを好きに
なるアプリ

ダウンロードは
こちらから

人吉市ホームページ

18 ㈫

19 ㈬ 献血（人吉警察署、人吉医療センター）

20 ㈭ 相良三十三観音めぐり秋の一斉開帳（～ 26日）

21 ㈮
秋の全国交通安全運動出発式（CP正面駐車場）、
ひとよし未来カフェ（中神町城本地域学習センター）

22 ㈯ 動物フェスタ2018（石野公園）

23 ㈰ 秋分の日、人吉市防災訓練（球磨工高）

24 ㈪
振替休日、市役所麓町本庁舎跡地発掘調査現地説
明会

25 ㈫ ひとよし未来カフェ（小柿公民館）

26 ㈬ ９月定例市議会閉会

27 ㈭ ひとよし未来カフェ（南願成寺町地域学習センター）

28 ㈮
金婚式（ホテルサン人吉）、教育委員会定例会（人
吉城歴史館）、ひとよし未来カフェ（七地町公民館）

29 ㈯
ひとよし花まる学園大学開講式（中小企業大学校
人吉校）

30 ㈰ 人吉東小運動会、狂犬病予防注射追加実施

10月
１ ㈪ 広報配布

行事カレンダー
９月

１ ㈯ 人吉球磨の民謡全国大会（CP）～２日

２ ㈰

３ ㈪ 広報配布

４ ㈫ ９月定例市議会開会

５ ㈬ 下水道の日出発式（人吉浄水苑）

６ ㈭

７ ㈮

８ ㈯ 救急フェア2018（下球磨消防組合）

９ ㈰

10 ㈪

11 ㈫

12 ㈬

13 ㈭

14 ㈮
敬老祝金贈呈（市役所CP仮本庁舎）、ひとよし未
来カフェ（赤池水無公民館）

15 ㈯

16 ㈰

17 ㈪ 敬老の日
※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

７ ㈰
人吉中央温泉病院 ２４−２８５４ あおい調剤薬局 ３２−７６７７
ふかみ耳鼻咽喉科 ２４−１１２６ 宝来調剤薬局 ２２−６８８４

増田クリニック小児科 ２２−３５７０ 五日町薬局 ２３−６２２８

８ ㈪

万江病院 ２２−２３５７ さくら調剤薬局瓦屋店 ２２−１６７７
平井整形外科リハビリテーション
クリニック

２４−８２１３ エスエス堂城本店 ２２−０３３７

人吉医療センター小児科 ２２−２１９１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２−９６５７

14 ㈰

みのだ内科循環器科 ２８−３１１１ さくら調剤薬局西間店 ２２−８８５０
愛甲産婦人科 ２２−４０２０ まえだ薬局 ２３−２９８７

公立多良木病院小児科 ４２−２５６０ ファーコス薬局多良木いちご ４２−６８８８

山口薬局 ４２−２１２３

21 ㈰

堤病院付属九日町診療所 ２２−２２５１ さくら調剤薬局九日町店 ２２−２１６２

みなみ眼科 ２２−６８２０
堤病院付属九日町診療所小児科 ２２−２２５１

28 ㈰
光永医院 ２２−２３６６ エスエス堂瓦屋店 ２２−６５５０
三浦整形外科医院 ２２−３４０１ たんぽぽ薬局 ２３−６１７０

たかはし小児科内科医院 ２４−２２２２

救急
病院

外山胃腸病院 ２２−３２２１
年中無休 清風はなみずき薬局 ２８−３７３９

球磨病院 ２２−３１２１

※変更になることがあります。当日ご確認ください。

10月の休日在宅医・当番薬局 受付時間：午前９時～午後５時

■ 暮らしのお困りごとについて解決のお手伝いをします。相談は無
　 料で秘密は固く守られます。何でもご相談ください。
問合せ　市消費生活センター (☎22−2111　内線1215・1216)
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適正な下水道の利用を

排水設備の工事はお済みですか？ 排水設備工事は市指定の工事店で！

●水洗トイレにはトイレットペー
　パー以外のものは流さないよう
　にしましょう。
●台所では、野菜くずや残飯、天
　ぷら油などの廃油を流さないよ
　うにしましょう。

　下水道は水質汚濁を防止し、安心・安全な生活環境を確保するために欠くことのできない都市機能です。この快適
な環境を未来につなげるためにも、下水道などの排水設備工事は市指定工事店に相談してください。

　人吉市と人吉市下水道排水設備組合は、皆さんに安心して下水道を利用していただけるよう、災害時の応急復旧活
動などに関する協定を締結しています。災害に備えて、市総合防災訓練に参加するほか、下水道の日に合わせて、水
洗化促進訪問や管路施設パトロール、道路補修などの活動を実施しています。

▲災害協定に基づいた、マンホールの確
　認調査

～
９/５水

９/５水 12 水午前８時 30 分～

※出発式、水洗化促進訪問と適正
な下水道利用の啓発、管路施設パ
トロール活動を行います。

行事 人吉浄水苑見学

午前９時～午後４時
※土・日曜を除く。
※誰でも気軽にお越しください。

問合せ　市下水道課事業係（☎２２−２１１１　内線６１２３・６１２４）
　　　　人吉市下水道排水設備組合・人吉市下水道工事技術研究会（☎２４−６６０１）

平成 30 年度 第 58 回

テーマ「未来へと ぼくらがつなぐ 下水道」

人吉市下水道排水設備組合加入指定工事店 ※人吉市との災害協定締結事業者

会社名 電話 会社名 電話

株式会社 九電工人吉営業所 ２２−４３７７ 光進建設株式会社 人吉支店 ２２−５３４７

株式会社 大和冷機 ２４−６１２３ 三和建設 株式会社 ２４−６１５１

株式会社 ウエハラ ２２−３６２７ 有限会社 田村設備工業 ２３−０６２６

双栄建設 株式会社 ２２−２３０８ 株式会社 岩井工務店 ２２−４５３０

株式会社 ナカオ工業 ２２−４３５４ 有限会社 田岡水道設備 ２３−４２３８

株式会社 太陽 ２３−２２８１ 共生電設 株式会社 ２３−２３７０

株式会社 いなば ２４−５１５６ 有限会社 山一工務店 ２２−１２３４

株式会社 速永工務店 ２２−３９８５ 宮原建設 株式会社 ２２−３００１

有限会社 中尾水道 ２２−３０３３ 株式会社 徳丸 ２２−２２０４

相良電設 株式会社 ２４−２８１６ 株式会社 出水電設 ２３−３２７１

下水道の日下水道の日９月１０日９月１０日


